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熊
本
市
に
住
む
友
人
か
ら
言

わ
れ
ま
し
た
。

　「
今
は
八
代
高
校
よ
り
も
（
同

じ
県
立
の
）
○
○
高
校
の
方
が

良
い
ら
し
い
で
す
ね
」

　
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
よ
と
す

ぐ
に
否
定
し
ま
し
た
が
、
よ
く

考
え
て
み
る
と
現
実
は
そ
の
通

り
か
も
し
れ
な
い
と
悔
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
。

　
八
代
高
校
に
つ
い
て
は
あ
る

程
度
、
情
報
を
知
る
立
場
に
あ

八
高
が
今
、
大
変
で
す
！
山
本
校
長
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

会　　長

岡　山　元　紀

り
ま
す
が
、
他
の
学
校
に
つ
い

て
は
自
分
が
八
高
生
で
あ
っ
た

頃
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　
新
し
く
で
き
た
熊
本
第
二
高

校
（
昭
和
37
年
）、熊
本
西
高
（
昭

和
50
年
）、
熊
本
北
高
（
昭
和
58

年
）
に
つ
い
て
は
全
く
知
識
が

あ
り
ま
せ
ん
し
、
熊
本
の
第
一

高
校
も
現
在
は
男
女
共
学
に
な

り
、
玉
名
高
校
と
宇
土
高
校
は

本
校
と
同
じ
中
高
一
貫
教
育
校

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
県
立
八
代
中
学
校
の
第
一
期

生
80
名
が
八
代
中
学･

八
代
高

校
の
６
年
間
の
中
高
一
貫
教
育

を
終
え
て
今
年
の
３
月
に
卒
業

し
ま
し
た
。
大
学
進
学
が
期
待

さ
れ
ま
し
た
が
、
前
年
よ
り
も

悪
い
と
い
う
残
念
な
結
果
で
し

た
。

　
ま
た
、
八
代
高
校
の
運
動
部

の
活
動
に
お
い
て
も
全
国
大
会

に
出
場
す
る
よ
う
な
活
躍
は
最

近
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
同
窓
会
報
『
道
』
第
七

号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
「
八

高
座
談
会
」
に
出
席
の
柔
道
部

は
、
昭
和
26
年
に
第
一
回
全
九

州
高
校
柔
道
大
会
で
優
勝
し
、

昭
和
28
年
か
ら
30
年
ま
で
３
年

間
、
熊
本
県
大
会
で
優
勝
し
て

お
り
ま
す
。

 

庭
球
部
は
、
昭
和
35
年
に
九
州

で
は
初
め
て
男
子
団
体
で
全
国

大
会
優
勝
と
い
う
偉
業
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
泳
部
は
現
在
、
福

岡
支
部
同
窓
会
会
長
の
佐
藤
好

助
さ
ん
が
昭
和
34
年
、
35
年
と

２
年
連
続
し
て
全
国
大
会
で
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
は
、
八
代
高
校
の
文

武
両
道
と
い
う
評
価
は
当
然
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
今
、
周
り
か
ら
八
代
高
校

の
文
武
両
道
と
い
う
評
価
は
な

さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
憂
え

て
お
り
ま
す
。

　
高
校
野
球
に
お
い
て
、
同
じ

県
立
の
宇
土
高
校
は
昨
年
、
そ

し
て
、
廃
校
直
前
の
多
良
木
高

校
は
今
年
、
熊
本
県
大
会
で
ベ

ス
ト
フ
ォ
ー
に
入
る
活
躍
を
見

せ
ま
し
た
。

　
か
っ
て
、
八
代
高
校
は
そ
の

の
ん
び
り
し
た
校
風
か
ら
「
八

代
大
学
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
ん
な
中
で
も
、
八

代
高
校
の
文
武
両
道
は
地
域
か

ら
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
、
私
達
は
「
ど
う
し
た
八

高
！
」
と
叱
咤
激
励
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
い
、
こ
の
４
月
に
赴
任
し

て
こ
ら
れ
た
山
本
校
長
は
情
熱

的
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
素

晴
し
い
校
長
で
す
。
八
代
高
校

を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
努
力
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
私
達
同
窓
会
は
、
こ
の
山
本

校
長
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
八
高
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に

は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
本
校
教
育
発
展
の
た
め
、

物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
多
大
な

ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
４
月
の
定
期
異
動
に
よ

御 

挨 

拶 

学  校  長

山　本　朝　昭

り
、
前
任
の
唐
津
和
雄
校
長
の

後
任
と
し
て
就
任
致
し
ま
し
た
。

私
自
身
は
平
成
元
年
か
ら
平
成

８
年
ま
で
の
８
年
間
、
英
語
科

教
諭
と
し
て
本
校
に
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
18
年
ぶ

り
二
度
目
の
ご
縁
を
頂
い
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
と
同
時

に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
創
立
百
二
十
年
の
歴
史
を
誇

る
県
下
有
数
の
伝
統
校
で
あ
る

本
校
は
、
平
成
21
年
に
県
立
八

代
中
学
校
を
併
設
し
、
県
内
初

の
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
そ
の
八
代
中
学
校
第
一
期

生
が
こ
の
３
月
に
八
代
高
校
を

卒
業
し
、
長
い
歴
史
と
伝
統
に

新
た
な
歩
み
を
加
え
た
と
こ
ろ

で
す
。
歴
史
と
伝
統
に
裏
打
ち

さ
れ
た
不
易
の
力
を
基
盤
に
し

つ
つ
も
、
新
し
き
も
の
に
貪
欲

に
挑
戦
し
て
い
く
進
取
の
氣
象

を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
中
高
一

貫
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
享

受
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
熊
本
に
八
代
あ
り
、
九

州
に
八
代
あ
り
と
、
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
る
魅
力
溢
れ
る
学
校

づ
く
り
の
た
め
、
精
一
杯
努
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
い
ま
、
世
の
中
は
め
ざ
ま
し

い
勢
い
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

展
し
、
教
育
の
面
で
も
戦
後
最

大
と
言
わ
れ
る
改
革
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化

の
激
し
い
時
代
に
は
、
少
々
の

変
化
に
動
じ
な
い
強
さ
と
、
新

た
な
変
化
に
も
柔
軟
に
対
処
で

き
る
資
質
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
が
急
務
で
す
。
将
来
、
郷
土

八
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
、
日
本

や
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
人

材
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き

抜
く
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

教
育
改
革
の
流
れ
を
先
取
り
し

た
大
胆
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
八
高

は
、
揺
る
ぎ
な
い
伝
統
校
と
し

て
の
誇
り
を
堅
持
し
、
新
し
い

時
代
の
波
を
力
強
く
、
し
な
や

か
に
乗
り
越
え
て
行
き
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
八

高
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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幹
事
学
年
同
窓
会

　
平
成
27
年
度 

八
代
中
学
・
八
代
高
女
・
八
代
高
校 

同
窓
会
が
、「
― 

昭
和 

あ
の
頃
え
が
い
た
未
来
は
今 

―
」
を
テ
ー
マ
に
、
８
月
22
日

八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
全

国
の
同
窓
会
支
部
か
ら
も
含
め
５
６
５
人
も
の
同
窓
生
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
ど
お
り
に
旧
友
と
の

再
会
を
楽
し
む
懐
か
し
い
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

平成27年度

― 昭和 あの頃えがいた未来は今 ―

　総
会
後
の
午
後
３
時
30
分
か
ら
ま
ち
づ
く
り
伝
道

師
と
し
て
知
ら
れ
る
熊
日
宮
原
販
売
セ
ン
タ
ー
代
表

で
同
志
社
大
学
大
学
院
嘱
託
講
師
と
し
て
活
躍
中
の

岩
本
剛

つ
よ
し

氏
（
高
33
）
を
迎
え
て
、「
地
域
の
教
育

力
を
ど
う
育
む
か
？ 

～
少
子
化
時
代
の
人
材
育
成

～
」
を
演
題
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　氷
川
町
役
場
を
早
期
退
職
後
に
長
野
県
の
小
布
施

町
振
興
公
社
営
業
部
長
と
し
て
活
動
し
全
国
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
て
き
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会

関
係
資
本
）
と
い
う
、
人
々
の
信
頼
関
係
や
人
間
関

係
（
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
鍵
と
な
る
こ
と
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
広
域
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
縁
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
合

わ
せ
て
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
重
層
的
な
人
材

育
成
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　具
体
的
な
活
動
と
し
て
全
国
の
地
域
づ
く
り
団
体

と
の
物
産
交
流
で
あ
る「
わ
ら
し
べ
長
者
便
」、中
学

生
以
上
を
対
象
と
し
た「
宮
原
ま
ち
づ
く
り
大
学
」な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、そ
の
手
法
に
つ
い

て
参
加
者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、岩
本
氏
の
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
が
伝
わ
っ
た
講
演
会
で
し
た
。

　
幹
事
学
年
同
窓
会

　八
代
高
校
同
窓
会
総
会
は
、
午
後
１
時
30
分
に
物

故
者
へ
の
黙
祷
で
始
ま
り
ま
し
た
。
萱
嶋
義
邦
副
会

長
に
よ
る
開
会
、
岡
山
元
紀
会
長
挨
拶
、
山
本
朝
昭

名
誉
会
長
（
八
代
中
学
・
八
代
高
校
校
長
）
挨
拶

と
続
き
、
来
賓
挨
拶
は
代
表
し
て
７
人
の
皆
さ
ん
、

守
屋
充
男 

関
東
地
区
同
窓
会
長
、
坂
田
孝
之 

東
海

同
窓
会
長
、
宮
崎
正
郎 

関
西
同
窓
会
長
、
吉
田
高

範 

岡
山
同
窓
会
事
務
局
長
、
谷
崎
續 

広
島
県
同
窓

会
長
、
佐
藤
好
助 

八
代
高
校
同
窓
会
福
岡
支
部
長
、

益
田
敬
二
郎 

八
代
高
校
同
窓
会
熊
本
市
支
部
長
に

賜
り
ま
し
た
。
来
賓
紹
介
の
の
ち
岡
山
会
長
を
議
長

と
し
て
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　役
員
体
制
で
は
、
新
た
に
名
誉
会
長
に
山
本
朝
昭

（
校
長
）、理
事
に
簑
田
正
一
（
高
19
）、八
田
要
一
（
高

24
）、
校
内
理
事
に
吉
岡
紳
一
（
高
32
）、
菅
浩
（
高

34
）、
東
海
同
窓
会
長
に
坂
田
孝
之
（
高
18
）
の
６

人
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
行
事

報
告
、
会
計
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
今
年
度
行
事

予
定
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
赤
字
決
算
が

続
い
て
い
る
の
で
、
年
会
費
納
入
の
増
加
を
図
る
方

針
が
示
さ
れ
、
対
応
策
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
で
年
会
費
納
入
率
の
低
い
50
歳
未
満
の
会
員
の
同

窓
会
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
総

　
会

　
記
念
講
演
会

八代中学・八代高女・八代高校 同窓会

　
総

　
会

　
記
念
講
演
会
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幹
事
学
年
同
窓
会

　懇
親
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
幹
事
学
年
の
高
33

回
生
有
志
で
結
成
し
た「
中
堅
八
高
33
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

が
昭
和
歌
謡
メ
ド
レ
ー
７
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
昭
和 

―
あ
の
頃
え
が
い
た

未
来
は
今
―
」
に
沿
っ
て
高
校
時
代
の
想
い
出
が
詰

ま
っ
た
名
曲
が
会
場
を
呑
み
込
み
ま
し
た
。
一
時
期

ク
リ
ス
タ
ル
キ
ン
グ
に
在
籍
し
た
松
崎
圭
子
さ
ん
が

こ
の
バ
ン
ド
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
担
当
し
プ
ロ
の
腕
前

が
観
客
を
唸
ら
せ
ま
し
た
。

　ご
参
加
い

た
だ
い
た
同

窓
生
の
皆
さ

ん
の
お
見
送

り
を
終
え
、

幹
事
学
年
の

同
窓
会
を
開

催
し
ま
し

た
。　最

初
か
ら

不
安
だ
ら
け

で
し
た
が
、

　
幹
事
学
年
同
窓
会

　
懇
親
会

　今
年
の
最
高
年
齢
者
の
表
彰
で
は
、
高
女
36
回
生

の
お
二
人
に
花
束
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　宴
も
た
け
な
わ
の
中
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る

八
代
中
学
校
校
歌
、
八
代
高
等
女
学
校
校
歌
が
朗
々

と
歌
い
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
来
年
の
幹
事
学
年
で
あ
る
高
校
34
回
生
へ

法
被
の
引
継
ぎ
を
し
、
代
表
し
て
喜
多
川
聖
也
さ
ん

の
決
意
表
明
と
続
き
、
八
代
高
校
校
歌
「
道
」
を
会

場
全
体
で
斉
唱
し
、旧
友
と
の
再
会
を
祝
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
画
家
の
澤
村
武ぶ

さ
ん山
氏
に
よ
る
特
別
展
「
私

の
住
む
街
」
も
開
催
さ
れ
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

多
く
の
同
級
生
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
無
事
大
同
窓

会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
役
を
終
え
た

充
実
感
と
程
良
い
疲
れ
と
、
懐
か
し
い
面
々
と
尽
き

な
い
昔
話
で
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
行
き
ま
す
。

　忙
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
遠
方
か
ら
も
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
友
、
無
理
を
言
っ
て
実
働
部
隊
に
駆
り
出
し

た
友
、
卒
業
し
て
か
ら
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
会
え
た

友
、
懐
か
し

い
顔
を
肴
に

宴
は
深
ま
り

ま
し
た
。
高

33
回
生
の

チ
ー
ム
ワ
ー

ク
は
最
高
で

し
た
。
全
員

参
加
を
目
標

に
、
ま
た
同

窓
会
し
よ
う

ね
。

最高年齢者 原田玲子さん 守田満さん

会場から溢れそうな同窓生　八代中学・八代高女・八代高校 同窓会よ 永遠に進まん

旧友との再会を喜ぶ光景があちこちで

中堅八高33スペシャルによるバンド演奏

旧制 八代中学校校歌を歌う

八代高等女学校校歌を歌う

次回の幹事学年は高34回生です

実行委員長の福岡壮一代表幹事が三三七拍子

幹事学年の重責を終えて安堵の笑顔

　
懇
親
会
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関
東
地
区
同
窓
会

　私
た
ち
関
東
地
区
同
窓
会
は
、
関
東
一
都
六
県
と
そ
の
近
県
の
卒
業
生
、

旧
職
員
等
を
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　会
員
は
お
よ
そ
二
千
四
百
名
で
、
10
回
卒
の
守
屋
会
長
、
19
回
卒
の
中

村
事
務
局
長
を
中
心
と
し
、学
年
幹
事
会
を
開
催
し
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　活
動
は
『
総
会
・
祝
宴
』『
ク
ラ
ブ
活
動
』
等
を
行
っ
て
お
り
、
公
式
的

な
連
絡
や
住
所
変
更
届
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
日
々
の
話
題
はfacebook

と
使
い
分
け
て
情
報
を
交
換
し
交
流
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

各
支
部
・
地
区
同
窓
会
か
ら
の「
お
便
り
」を
紹
介
し
ま
す
。

　総
会
・
祝
宴

　
今
年
は
２
０
１
５
年
９
月
５
日

㈯
に
、
上
野
精
養
軒
に
て
、
お
よ
そ

２
３
０
名
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い

た
だ
き
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
会
は
「
第
一
部
：
総
会
」「
第

二
部
：
祝
宴
」「
第
三
部
：
引
継
ぎ
・

閉
会
」の
三
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。

●
「
第
一
部
」
は  

総
会
で
、
会
計

報
告
と
承
認
を
行
い
、
関
東
地
区
同

窓
会
の
守
屋
会
長
、
八
代
の
本
校
同

窓
会
の
岡
山
会
長
、
県
立
八
代
中
学
・

八
代
高
校
の
山
本
校
長
、
恩
師
の
先

生
方
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
「
第
二
部
」
の
祝
宴
は
、
ビ
ー
ル

や
ワ
イ
ン
に
お
い
し
い
料
理
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
学
年
を
超
え
て
一
年

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

6

　
祝
宴
は
、
最
初
に
く
ま
モ
ン
隊

の
登
場
！
　
く
ま
モ
ン
体
操
、
県

産
品
ク
イ
ズ
な
ど
で
大
盛
り
上
が

り
。
最
後
に
、
熊
本
県
の
営
業
部

長
兼
し
あ
わ
せ
部
長
の
く
ま
モ
ン

は
、
し
っ
か
り
と
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
あ
と
、
会
場
前

の
ス
ペ
ー
ス
で
個
別
の
写
真
撮
影

な
ど
に
も
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
す
が
公
務
員
！

　
く
ま
モ
ン
の
あ
と
、
田
口
顧
問

(

９
回
卒)

の
ご
発
声
で
乾
杯
～
歓

談
。
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。

　

　

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ま
ず
ゲ

ス
ト
の
映
画
監
督
の
遠
山
昇
司
さ

ん
（
55
回
卒
）
の
ご
挨
拶
と
制
作

中
の
マ
ジ
ッ
ク
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
の

予
告
編
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
次
に
、
岩
瀬
立
宣
さ
ん(

35
回)

の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
ス
テ
ィ

ン
グ
の
「Englishm

an in N
ew

 
York

」
の
パ
ロ
デ
ィ
ソ
ン
グ
な
ど

で
、
ピ
ア
ノ
マ
ン
＆
コ
ー
ラ
ス
隊

と
と
も
に

盛
り
上
げ

て
く
れ
ま

し
た
。

　
歓
談
の

時
間
に
は

会
場
の
皆

さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
に

撮
ら
れ
た

写
真
や
動
画
をfacebook

に
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ア
ッ
プ
さ
れ
た

の
で･･･

「
都
合
で
来
ら
れ
ん
だ
っ

た
人
た
ち
が
そ
っ
ば
見
て
シ
ョ
ノ

ム
シ
ョ
ノ
ム
」 (̂ _̂ ;;

　
歓
談
と
記
念
撮
影
の
あ
と
は
「
第

三
部
」
で
、
ま
ず
は
今
年
度
幹
事

と
来
年
度
幹
事
の
紹
介
と
挨
拶
。

続
い
て
校
歌
斉
唱
で
八
代
中
学
、

高
女
、
高
校
の
校
歌
を
皆
で
歌
っ

て
、
ま
た
ま
た
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
最
後
に
万
歳
三
唱
で
締
め
て
、

来
年
の
再
会
を
誓
っ
て
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

　
高
校
41
回
卒
の
倉
さ
ん
、
松
永

さ
ん
を
中
心
と
し
た
当
番
幹
事
の

皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　倶
楽
部
活
動

●「
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」は
、年
に
数
回
、

任
意
の
グ
ル
ー
プ
で
『
同
窓
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
』
を
開
催
し
、
毎
回

10
～
20
名
ほ
ど
の
皆
さ
ん
が
参
加

さ
れ
て
お
り
、
日
ご
ろ
の
行
い
が

功
を
奏
し
い
つ
も
好
天
に
恵
ま
れ

和
気
あ
い
あ
い
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
当
面
は
２
０
１
５
年
11
月
27

日
㈮
に
コ
ン
ペ
開
催
予
定
で
お

申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

facebook

で･･･

(̂ _̂ )v

●
「
居
酒
屋
探
検
隊
」
は
、
突
然

facebook

で
呼
び
か
け
て
集
ま

る
、
神
出
鬼
没
、
形
態
不
明
の
ア

メ
ー
バ
的
な
活
動
で
す
。

　
時
に
は
花
見
、
時
に
は
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
な
ど
を
か
ら
め
て
、
あ
ち

こ
ち
の
居
酒
屋
さ
ん
に
て
や
っ
ち

ろ
弁
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
結

構
お
安
く
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

(̂ o )̂/　

　通
信
・
連
絡

　
関
東
地
区
同
窓
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
『
八
高
関
東
ど
っ
と
混

む
』
は
、
総
会
の
案
内
、
写
真
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
各
種
報
告
事
項

な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

『http://w
w

w
.85kantou.com

』

に
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
所
変
更
届
け
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
出
来
ま
す
の
で
、
関
東

地
区
で
の
移
動
、
転
入
、
転
出
な

ど
の
場
合
に
は
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
関
東
地
区
の
総
会
・
祝

宴
や
倶
楽
部
活
動
は
関
東
地
区
以

外
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
『
八
高
関
東
ど
っ
と
混

む
』
やfacebook

『
八
代
高
校
関

東
地
区
同
窓
会
』
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
各
学
年
幹
事
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

（
高 

29
回
卒 

立
居
場
誠
治
）

関東地区での住所変更は、ホームページ http://www.85kantou.comをご利用ください。

▲居酒屋探検隊

▲乾　杯

▲くまモン

▲アトラクション
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７

　
川
口
　
宏
子
（
高
15
回
卒
）

　
　
　
松
岡
　
憲
明
（
高
24
回
卒
）

　
　
　
三
浦
　
典
子
（
高
33
回
卒
）

人
生
変
え
た
!!
同
窓
会

故
郷
を
離
れ
て
の
同
窓
会

笑
顔
に
な
れ
る
八
高
同
窓
会

　
私
は
大
学
卒
業
後
、
京
都
の
会
社
に
入

社
し
て
39
年
、
高
速
道
路
関
係
の
仕
事
で

全
国
の
工
事
現
場
を
移
動
し
て
き
ま
し

た
。現
在
は
本
社
勤
務
の
単
身
赴
任
中
で
、

月
に
一
～
二
回
は
帰
郷
し
て
い
ま
す
。
こ

の
関
西
同
窓
会
の
入
会
を
迷
い
ま
し
た

が
、
強
い
お
誘
い
も
あ
り
今
回
始
め
て
参

加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
２
日
の
故
郷
で
の
還
暦
同

窓
会
に
参
加
し
た
の
が
二
回
目
位
で
、
あ

ま
り
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の

関
西
同
窓
会
で
は
様
々
な
方
と
お
話
し

出
来
て
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
何
十
年
京
都
に
居
る
か

解
り
ま
せ
ん
が
、
八
高
関
西
同
窓
会
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
こ
の
会
が
増
々
発
展

し
ま
す
様
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

「
大
和
路
ハ
イ
ク
」「
八
高
会
コ
ン
ペ
」
と

も
春･

秋
開
催
で
す
。

　
京
都
の
短
大
に
進
学
し
、
結
婚
後
も
関

西
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
八
代
の
話
を

す
る
こ
と
も
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

８
年
ほ
ど
前
に
京
都
で
暮
ら
す
友
人
に

誘
わ
れ
て
初
め
て
関
西
同
窓
会
に
参
加

し
、
友
人
と
懐
か
し
い
話
を
す
る
う
ち
に

高
校
時
代
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
お
会
い
す
る

方
と
も
同
窓
、
同
郷
と
い
う
共
通
点
で
話

が
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
か
ら
毎
年
参
加
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
と
話
を

さ
せ
て
頂
く
と
、
父
を
御
存
知
だ
と
か
、

母
と
同
級
生
だ
と
か
ど
こ
か
で
繋
が
り

を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　
関
西
同
窓
会
は
先
輩
方
の
積
極
的
な

御
協
力
に
よ
り
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
達
世
代

が
頑
張
り
、
次
世
代
へ
と
繋
が
っ
て
い
く

よ
う
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
来
年
の
第
25
回
総
会
・
懇
親
会
は
平
成

28
年
６
月
４
日
開
催
予
定
で
す

　
あ
の
時
、
八
高
関
西
同
窓
会
に
出
席
し

て
い
な
け
れ
ば
、
今
の
私
の
生
活
は
、
随

分
違
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
ま
で
の
私
は
、
忙
し
さ
と
面
映
ゆ

さ
で
同
窓
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
60
才
の
時
、
当
番
幹
事
が
回
っ
て
き

た
。
級
友
に
誘
わ
れ
、
同
期
の
人
達
と
、

会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
色
々
考
え
、
準

備
を
し
て
総
会
に
臨
ん
だ
。

受
付
を
し
た
。
木
邑
事
務
局
長
に
「
上
手

く
出
来
た
。
来
年
も
！
」
と
、
声
を
か
け

ら
れ
た
。
何
歳
に
な
っ
て
も
褒
め
ら
れ
る

と
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。
翌
年
、
私
達
は

い
そ
い
そ
と
出
か
け
て
、
受
付
な
ど
手

伝
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
、
10
年
。
熊
本
県
人
会
、
い

さ
っ
か
会
な
ど
種
々
の
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
沢
山
の
方
々
と
の
出
会

い
は
、
興
味
深
く
、
新
鮮
で
あ
り
、
勇
気

と
元
気
を
頂
く
。

　
今
、
私
は
同
窓
会
と
い
う
温
い
泉
の
中

で
愉
し
い
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
◇
八
代
高
校
関
西
同
窓

会
総
会　

６
日
、
大
阪
市

内
で
一
二
五
人
が
出
席
し

て
あ
っ
た
。
宮
崎
正
郎
会

長
が
「
今
年
は
創
立
30
周

年
、
若
い
人
た
ち
が
活
躍

し
さ
ら
に
会
を
発
展
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
の
山
本
朝
昭
校
長
が

部
活
、
進
学
に
つ
い
て
、

岡
山
元
紀
同
窓
会
本
部
会

長
が
東
海
支
部
の
立
ち
上

げ
な
ど
に
つ
い
て
の
現
状

を
報
告
し
た
。
懇
親
会
で

は
同
校
OB
の
遠
山
昇
司
監

督
の
新
作
映
画
［
マ
ジ
ッ

ク
ユ
ー
ト
ピ
ア
］
の
紹
介

な
ど
が
あ
っ
た
。

平成27年6月11日　熊本日日新聞　朝刊

県
人
だ
よ
り

7 回生 ･10 回生

還暦の 26回生

第 16回「大和路ハイク」

第 39回「八高会コンペ」
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平
成
27
年
４
月
11
日
㈯

　
同
窓
生
80
余
名
の
参
加
に
よ

り
、
名
古
屋
市
内
に
お
い
て
八
代

高
校
東
海
同
窓
会 

第
一
回
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
東
海
同
窓
会
は
、
愛
知
県
、
岐

阜
県
、
三
重
県
、
静
岡
県
の
四

県
で
構
成
し
、
現
在
、
四
県
で

二
百
八
十
四
名
の
同
窓
生
が
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
上
の
写
真
は
総
会
後
の
集
合
写

真
、
左
は
懇
親
会
、
右
下
は
同
窓

生
が
、
老
若
男
女
仲
よ
く
肩
を
組

み
校
歌
斉
唱
す
る
模
様
で
す
。

　
感
　
謝

　
実
行
委
員
を
は
じ
め
、
ご
参
加

の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
楽

し
く
会
を
催
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
遠
路
お
越
し
下
さ
い

ま
し
た
他
地
区
の
同
窓
会
の
皆
様

に
は
特
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
一
回
準
備
委
員
会
開
催

　
　
　（
平
成
26
年
10
月
12
日
）

　
東
海
同
窓
会
を
立
ち
上
げ
る
に

あ
た
り
、
関
西
同
窓
会
の
橋
口
相

談
役
、
池
田
監
査
役
と
岡
山
同
窓

会
の
吉
田
事
務
局
長
様
に
は
委
員

会
に
参
加
い
た
だ
き
、
同
窓
会
の

現
状
、
今
後
の
展
望
等
つ
い
て
資

料
を
も
っ
て
細
か
く
説
明
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
こ
の
準
備
委
員
会

は
、
東
海
同
窓
会
設
立
の
礎
と
な

る
大
変
貴
重
な
委
員
会
と
な
り
ま

し
た
。
左
の
写
真
は
そ
の
時
の
模

様
と
出
席
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

   

第
一
回
総
会
・
懇
親
会
開
催
に

向
け
会
員
へ
案
内
状
の
発
送
　

　
平
成
26
年
12
月
20
日
の
準
備
委

員
会
で
送
付
資
料
の
最
終
的
な
確

認
作
業
を
行
い
、
会
員
へ
案
内
状

等
を
発
送
致
し
ま
し
た
。

左
の
写
真
は
送
付
資
料
の
最
終
確

認
を
終
え
て
一
息
。
第
一
回
総
会
・

懇
親
会
に
多
く
の
会
員
の
出
席
を

願
い
、
設
立
総
会
の
成
功
を
胸
に
、

ス
タ
ン
バ
イ
す
る
準
備
委
員
の
皆

さ
ん
（
後
の
実
行
委
員
）。

Ｈ
Ｐ
を

　
開
設
し
ま
し
た

福
山
誠
介（
高
23
回
卒
）が

　
８
月
末
に
作
成
!!

9
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市
内
の
会
場
で
昭
和
54
年
以
来
10

回
目
、
支
部
設
立
後
６
回
目
と
な
る

同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
部
同

窓
会
の
岡
山

会
長
を
は
じ

め
山
ロ
県
同

窓
会
長
や
広

島
県
同
窓
会

長
の
他
、
新

た
に
発
足
し

た
東
海
同
窓

会
よ
り
三
名

の
役
員
の
方

を
お
迎
え
し
、
賑
や
か
に
懇
親
の
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
18
回
卒
の
江

島
敏
子
さ
ん
と
22
回

卒
の
沢
江
隆
一
さ
ん

が
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
む
「
八
高
S
」
に

よ
る
ア
コ
ー
ス
テ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ

と
ク
ラ
シ
ツ

ク
ギ
タ
ー
の

コ
ラ
ボ
や
14

回
卒
の
森
田

敦
史
会
長
に

よ
る
ス
チ
ー
ル
ギ
タ
ー
の
演
奏
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
企
画
と
し
て
、
正
月
に

新
年
会
を
開
催
し
、
年
間
の
行
事
予

　
10
月
19
日
㈰
正
午
か
ら
、
山
口
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度

八
高
山
口
県
同
窓
会
総
会
を
開
き
ま

し
た
。

　
総
会
で
山
口
県
同
窓
会
の
会
長
再

任
の
承
認
や
会
計
報
告
な
ど
を
し
て
、

定
を
話
し
合
っ
た

り
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
岡
山
同

窓
会
の
特
色
と
し

て
、
20
回
卒
の
江

島
幹
雄
さ
ん
が
音

楽
監
督
を
務
め
る

倉
敷
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
早
島
の
演
奏
会
を
有

志
で
鑑
賞
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
４
月
の
桜
咲
く

頃
、
岡
山
城
・
後

楽
園
周
り
で
は
、

横
須
賀
に
お
住
ま

い
の
５
回
卒
本
田
大
三
郎
先
輩
の
提

唱
で
始
ま
っ
た
「
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
応
援
や
東
京
町
田
に
お
住

ま
い
の
10
回
卒
剣
道

範
士
八
段
田
原
弘
徳

先
輩
が
館
長
を
務
め

る
武
蔵
武
道
館
で
の

高
校
生
剣
道
大
会
の

見
学
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

10

　
今
年
の
夏
は
、
暑
い
日
が
続
き
雨
も

多
か
っ
た
で
す
ね
。
台
風
15
号
が
九
州

に
上
陸
し
、
屋
根
、
樋
、
雨
漏
り
な
ど

多
く
の
被
害
が
あ
り
、
爪
痕
を
残
し
ま

し
た
。

　
熊
本
市
支
部
は
、
2
年
に
一
度
の
同

窓
会
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
、
第
17
回

同
窓
会
を
、
約
３
５
０
名
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、A

N
A

ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ

で
行
い
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
18
回
熊
本
市
支
部

同
窓
会
は
、
来
年
、
平
成
28
年
10
月
22

日（
第
４
土
曜
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
は
、ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

幹
事
は
第
25
、26
回
卒
業
の
皆
さ
ん
方

が
担
当
し
ま
す
。
今
年
の
12
月
か
ら
熊

本
市
支
部
同
窓
会
に
向
け
て
始
動
し

ま
す
。
幹
事
卒
業
年
度
の
方
々
は
、
熊

本
市
支
部
の
方
々
に
限
ら
ず
、
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
の
卒
業
年
度
の
方
々
も
、

楽
し
い
同
窓
会
を
企
画
し
ま
す
の
で
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
参
加
お
願
い
し

ま
す
。
熊
本
市
支
部
の
同
窓
会
で
あ
り

ま
す
が
、
同
窓
生
で
あ
れ
ば
熊
本
市
支

部
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
か
ら
日
程
の
調
整
を
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

熊
本
市
支
部
事
務
局
　
坂
田 

雅
孝

　
大
分
へ
越
し
て
10
年
ほ
ど
経
っ
た

こ
ろ
、
在
大
分
八
高
同
窓
会
へ
の
お
誘

い
が
あ
り
、
新
日
鉄
（
住
金
）
の
ク
ラ

ブ
へ
出
か
け
た
の
が
こ
の
会
へ
出
席

し
た
初
め
て
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
知
っ
た
人
が
居
る
わ
け
で
も
な
し
、

話
題
に
つ
い
て
行
け
る
か
不
安
だ
っ

集
合
写
真

を
撮
り
、

懇
親
会
に

入
り
ま
し

た
。
懇
親

会
で
は
、

和
や
か
な

雰
囲
気
の

中
、
自
己
紹
介
（
近
況
報
告
）
を
し
た

り
、
八
高
時
代
の
思
い
出
話
や
故
郷
の

話
を
し
て
話
が
弾
み
ま
し
た
。
盛
り
上

が
っ
て
く
る
と
歌
を
歌
い
出
す
人
も

い
ま
し
た
。
ま
た
、「
八
代
弁
ｄｅ
ビ
ン

ゴ
」
ゲ
ー
ム
で
は
賞
品
を
目
指
し
て
皆

さ
ん
真
剣
で
し
た
。ば
っ
て
ん
、そ
ぎ
ゃ

ん
た
い
、
ど
ぎ
ゃ
ん
も
こ
ぎ
ゃ
ん
も

…
…
な
ど
の
八
代
弁
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。
最
後
に
八
高
校
歌
斉
唱
、
万
歳

三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
数
人
は
一
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
で
酔
い
を

覚
ま
し
、
帰
宅
の
途
に
着
き
ま
し
た
。

重
田
千
恵
子
（
高
18
回
卒
）

た
の
で
す
が
、
砥
上
正
利
前
会
長
（
高

10
回
卒
）
の
流
暢
（
？
）
な
八
代
弁
に

安
堵
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
あ
の
こ
ろ
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
関
連

し
た
事
件
が
起
こ
り
、
教
祖
の
生
家
が

八
代
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
世
代
交
代
も
あ
り
、
し
ば
ら

く
途
切
れ
て
い
た
こ
の
会
も
、
ふ
た
た

び
松
本
宏
次
（
高
15
回
卒
）
事
務
局
長

の
ご
尽
力
で
復
活
し
ま
し
た
。　
爾
来
、

前
岡
岑
子
（
高
３
回
卒
）
顧
問
の
肝

い
り
で
別
府
市
で
の
開
催
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
少
し
目
先
を
変
え
て
と

国
東
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

　
地
区
の
同
窓
会
と
い
う
の
は
同
期

会
と
違
っ
て
縦
の
関
係
に
な
り
ま
す

の
で
、
少
し
な
じ
み
が
薄
い
感
じ
が
し

ま
す
が
、
同
郷
の
同
じ
高
校
へ
通
っ
た

と
い
う
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
接
点
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご

せ
る
時
間
を
持
て
る
の
は
貴
重
で
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
出
席
率
が
、
在

住
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
の
数
か
ら
す

る
と
低
め
な
の
が
残
念
で
す
。

　
顔
見
知
り
の
少
な
さ
に
参
加
を
躊

躇
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
が
、
ご
く
簡
単
に
気
楽
な
関
係

を
つ
く
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
ひ
と
つ
国
東
へ
い
ら
し
て

み
ま
せ
ん
か
。草

柳
英
一
郎
（
高
12
回
卒
）

00八高同窓会報P09-.indd   10 2015/11/05   7:29



る
歌
と
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
三
輪

さ
ん
は
、
広
島
を
中
心
に
活
躍
し
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
度
新
し
い
Ｃ

Ｄ
を
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
ア
ル
バ
ム
に
収
め
ら
れ
て
い
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
中
心
に
歌
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
中
国
人
旅
行
者
の
爆

買
い
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
ク
ル
ー

ズ
客
船
に
よ
る
旅
に
つ
い
て
の
紹
介

も
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
出

席
者
は
、
昨

年
よ
り
少
な

く
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
寂
し
い

会
と
な
り
ま

し
た
が
、
八

高
同
窓
会
の

輪
は
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
初
参
加
者
と
し
て
、
堀
達
也

さ
ん
（
高
26
）
と
木
本
啓
介
さ
ん
（
高

53
）
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
既
に
、
県
内
の
同
窓
会
参
加
者
は
、

延
べ
20
人
を
超
え
て
お
り
、
近
い
将

来
に
は
、
30
名
の
参
加
を
目
指
し
て
、

気
軽
で
楽
し
い
同
窓
会
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
毎
年
８
月
の
最
後

の
土
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
県
内
及
び
近
県
に
お
住

ま
い
の
方
で
、
広
島
県
同
窓
会
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
広
島
県
同
窓
会
で
は
、８
月
29
日
に
、

３
周
年
の
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
八
代
高
校
同
窓
会
の
岡

山
会
長
及
び
本
村
事
務
局
長
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
、
山
口
県
同
窓
会
か
ら

は
山
下
会
長
、
岡
山
同
窓
会
か
ら
は

吉
田
事
務
局
長
と
本
村
隆
始
さ
ん
（
高

43
）
に
も
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
総

勢
15
名
で
の

同
窓
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で

は
、三
輪
（
旧

姓
下
津
）
真

理
さ
ん
に
よ

【出席者の皆さんでの集合写真】

【
扇
山
火
ま
つ

り
】　
別
府
市

街
地
の
背
後
に

横
た
わ
る
扇
山

を
一
気
に
焼
く

山
焼
き
行
事
で
、

一
〇
〇
年
以
上

も
続
く
【
別
府

八
湯
温
泉
ま
つ

り
】（
４
月
１
日
〜
）
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
で
す
。
夜
空
に
浮
か
び
上

が
る
炎
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
別
府
に
春

の
訪
れ
を
告
げ
、
温
泉
ま
つ
り
を
華
や

か
に
盛
り
上
げ
ま
す
。
　

（
松
本
事
務
局
長
提
供
）

11

【三輪さんの歌と演奏を聞く】 
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12

八
高

5
回
卒
昭
和
28
年
卒

熊
本
二
八
回
の
つ
ど
い
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出
席
者

16

德
永

　三
幸
（
高
4
回
柔
道
部
）

福
岡

　信
夫
（
高
10
回
柔
道
部
）

松
森

　
　萌
（
高
8
回
剣
道
部
）

北
岡

　
　博
（
高
25
回
剣
道
部
）

堀
川

　
　剛
（
高
9
回
庭
球
部
）

富
永

　勝
年
（
高
14
回
庭
球
部
）

後
藤

　昭
典
（
高
13
回
水
泳
部
）

森
本

　俊
規
（
高
24
回
弓
道
部
）

松
嶋

　宏
平
（
高
30
回
弓
道
部
）

岡
山

　元
紀
（
高
10
回
陸
上
部
）

　
　
　

 

八
代
高
校
同
窓
会
会
長  

村
山

　
　忍
（
高
14
回
）

　
　

 

八
代
高
校
同
窓
会
副
会
長

司

　会

　

江
崎

　博
美
（
高
36
回
）

日本武道を引き継ぐ柔道・剣道・弓道
　全国制覇成し遂げた庭球部
水泳王国八代を築いた水泳部の精鋭たちが集合 !!

2015 年 8 月 4 日　於 セレクトロイヤルホテル八代

德永 三幸さん

岡山　元紀さん

福岡 信夫さん

八高座談会 2015　部活動熱血編 part Ⅱ

岡
山
会
長
　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
本

日
は
柔
道
部
、
剣
道
部
、
庭
球
部
、
水

泳
部
、
弓
道
部
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
方

の
青
春
の
熱
い
血
潮
を
思
う
存
分
語
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
高
校
36
回
卒
の
江
崎
と
申
し
ま

す
。
本
日
の
司
会
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
己
紹
介
を
兼

ね
て
所
属
さ
れ
て
い
た
部
活
の
お
話
し

を
お
願
い
し
ま
す
。

新
制
高
校
開
設
直
後
、
い
き
な
り

　
３
年
連
続
国
体
出
場
!!

先
輩
は
鬼
の
コ
ー
チ
　

　
半
端
で
は
な
い
柔
道
部
の
練
習
!!

德
永
　
私
は
、
終
戦
直
後
の
昭
和
21
年

に
旧
制
八
代
中
学
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
学
制
改
革
で
新
制
高
校
生
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
時
再
開
し
た
柔
道
部

の
１
期
生
で
す
。
今
で
も
ず
ー
っ
と
柔

道
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
終
戦
直
後
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ

り
柔
道
・
剣
道
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
八
代
に
は
松
野
道
場
と
土
谷

道
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
土
谷
道

場
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
柔

道
が
解
禁
に
な
る
と
早
速
、
八
代
高
校

で
柔
道
部
が
で
き
ま
し
た
。
武
道
が
禁

止
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
八
代
に
は
道

場
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
九
州
大
会
や

全
国
大
会
で
良
い
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
高
校
時
代
は

１
４
４
勝
７
引
き
分
け
の
戦
績
で
、
八

代
高
校
柔
道
部
は
、
当
時
は
全
国
大
会

が
な
か
っ
た
が
、
熊
本
大
会
や
九
州
大

会
で
優
勝
し
、
全
国
に
名
を
轟
か
せ
る

強
豪
校
で
し
た
。

　
指
導
教
師
に
恵
ま
れ
、
岡
田
先
生
、

田
中
先
生
ら
に
教
わ
り
ま
し
た
。
道
場

は
戦
時
中
武
器
庫
だ
っ
た
所
に
、
畳
を

敷
い
て
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
床
が

固
く
て
、
投
げ
ら
れ
た
ら
息
が
つ
ま
る

く
ら
い
痛
い
の
で
、
寝
技
か
ら
始
め
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
畳
も
破
れ
て
埃
だ

ら
け
の
道
場
で
し
た
。
九
州
大
会
で
優

勝
し
た
時
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
市

内
を
パ
レ
ー
ド
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
笑
）

福
岡
　
高
校
10
回
卒
で
す
。
現
在
、
市

の
柔
道
協
会
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
当

時
の
先
輩
方
は
春
休
み
や
夏
休
み
に
八

代
に
帰
っ
て
来
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
も
、

今
日
は
来
な
い
と
い
い
の
に
な
あ
と

思
っ
て
い
る
日
に
限
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
。（
笑
）先
輩
が
く
る
と
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
は
明
治

大
学
の
現
役
の
選
手
が
多
く
、
練
習
中

首
を
絞
め
ら
れ
、
よ
く
落
と
さ
れ
ま
し

た
。（
笑
）
き
つ
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
当
時
は
、
１
日
５
回
も
ご
飯
を

食
べ
て
い
ま
し
た
。
朝
は
家
で
食
べ
て
、

10
時
ご
ろ
に
お
弁
当
を
食
べ
、
昼
は
売

店
で
パ
ン
を
買
っ
て
、
稽
古
が
終
わ
っ

た
ら
大
学
饅
頭
を
た
べ
て
帰
宅
し
て
か

ら
夕
飯
を
食
べ
る
と
い
う
よ
う
な
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
明
大
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
さ
れ
て
い
た
吉
永
冨
義

先
輩
は
す
ご
か
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し

て
肉
屋
を
は
じ
め
て
お
ら
れ
、
単
車
で

来
て
は
、
私
た
ち
を
準
備
運
動
の
代
わ

り
に
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。
初
代
の
若
乃

花
と
腕
相
撲
を
し
て
勝
っ
た
と
自
慢
し

て
お
ら
れ
た
く
ら
い
の
方
で
し
た
の
で
、

む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

合
宿
も
春
・
夏
や
っ
て
い
た
が
、
春
は

松
江
の
久
巌
寺
で
、
夏
は
日
奈
久
の
西

宝
寺
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
も

先
輩
た
ち
が
き
て
鍛
え
る
の
で
す
。
だ

か
ら
血
の
小
便
を
し
た
こ
と
は
何
回
も

あ
り
ま
す
。
合
宿
の
打
ち
上
げ
は
一
升

瓶
か
ら
コ
ッ
プ
に
入
れ
て
、
先
輩
が
「
飲

め
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
飲
ま
な
い
と
打

た
れ
る
の
で
飲
む
。
先
輩
た
ち
が
見
張
っ

て
い
て
お
寺
か
ら
は
外
に
は
出
ら
れ
ま
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北岡　　博さん

後藤　昭典さん

堀川　剛さん　

松森　　萌さん

江崎　博美さん

富永　勝年さん

せ
ん
で
し
た
。
あ
く
る
日
は
二
日
酔
い

で
し
た
。
今
だ
っ
た
ら
即
、
退
学
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。（
笑
）

戦
後
の
統
制
時
代
を
乗
り
越
え
、
　

　蘇
っ
た
剣
道
の
黄
金
時
代

松
森
　
高
校
8
回
卒
の
松
森
で
す
。
熊

本
県
の
剣
道
は
、
現
在
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
す
が
、
私
達
が
そ
の
は
し

り
で
し
た
。
高
校
に
入
学
し
た
と
き
は

ま
だ
、
剣
道
部
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
が
八
代
高
校
に
入
学
し
た
の
は
昭

和
28
年
で
し
た
。
２
学
期
に
な
っ
て
か

ら
、
学
校
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
、
剣
道
部

を
作
る
の
で
、
入
り
た
い
学
生
は
集
ま

り
な
さ
い
と
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
の
武
道
、
中
で

も
剣
道
を
敵
視
し
て
お
り
、
学
校
で
剣

道
を
教
え
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
２
年
前
に
朝
鮮
戦
争
が
始
ま

り
、
国
際
情
勢
も
変
わ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

考
え
も
変
わ
っ
て
き
て
、
警
察
予
備
隊

を
つ
く
る
状
況
の
中
で
、
昭
和
26
年
に

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
結
ば

れ
、
日
本
は
独
立
し
ま
し
た
。
私
が
入

学
し
た
こ
ろ
に
は
剣
道
開
設
の
許
可
が

出
て
、
剣
道
部
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、

入
部
し
ま
し
た
。
部
員
は
２
年
生
も
含

め
て
７
、８
名
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
３

年
生
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
道
具
も
な

か
っ
た
の
で
、
公
民
館
の
階
段
下
に
あ

る
昔
の
古
い
道
具
を
集
め
て
き
て
、
練

習
を
始
め
ま
し
た
。
澤
　
秀
生
先
生
（
理

科
）
が
担
当
、
社
会
人
コ
ー
チ
と
し
て
、

緒
方
敬
夫
さ
ん
か
ら
指
導
を
い
た
だ
い

た
。
強
く
な
り
た
か
っ
た
の
で
、
あ
ち

こ
ち
の
道
場
へ
出
稽
古
に
行
き
ま
し
た

ね
。
道
具
袋
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
、

大
き
な
風
呂
敷
に
道
具
を
包
ん
で
、
竹

刀
を
持
っ
て
、
十
条
製
紙
の
道
場
に
通

い
ま
し
た
。
同
級
生
の
女
の
子
と
す
れ

違
う
時
に
、
恥
ず
か
し
い
の
で
、
路
地

裏
に
入
っ
て
、
同
級
生
が
通
り
す
ぎ
る

の
を
待
っ
て
、
練
習
に
行
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。（
笑
）
部
室
が
な
か
っ
た
の

で
、
宿
直
室
に
剣
道
具
を
置
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
剣
道
具
は
臭
い
の

で
、
先
生
方
か
ら
「
ど
ぎ
ゃ
ん
か
な
ら

ん
か
」
不
評
を
い
た
だ
い
た
が
、
宿
直

室
以
外
に
ど
こ
に
も
お
く
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
わ

か
ら
な
い
が
、
翌
年
に
剣
道
部
の
部
室

が
で
き
ま
し
た
。
剣
道
具
の
匂
い
が
き

つ
か
っ
た
せ
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
八
代
高
校
の
講
堂
で
「
寒
稽
古
」

を
し
ま
し
た
。
部
員
が
７
名
、
八
代
市

の
剣
道
連
盟
の
先
生
が
９
名
ぐ
ら
い
き

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
人
数
の

方
が
部
員
よ
り
多
か
っ
た
の
で
、
休
む

ひ
ま
も
な
く
稽
古
に
励
ま
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
の
で
、
非
常
に
苦
し
か
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

岡
山
　
来
月
９
月
６
日
に
熊
本
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
全
日
本
東
西
対
抗
剣
道
大

会
に
審
判
長
で
や
っ
て
来
ら
れ
る
の
が
、

田
原
弘
徳
さ
ん
（
10
回
卒
）
で
す
。
彼

は
高
校
に
入
っ
て
か
ら
剣
道
を
始
め
、

松
森
さ
ん
か
ら
剣
道
を
教
わ
っ
た
、
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
日
本

各
地
、
世
界
各
地
を
指
導
し
て
回
っ
て

お
ら
れ
る
方
で
す
。

松
森
　
田
原
さ
ん
に
は
、
竹
刀
の
持
ち

方
か
ら
教
え
ま
し
た
。
そ
の
当
時
指
導

い
た
だ
い
た
先
生
が
体
調
を
崩
さ
れ
て

い
た
の
で
、
田
原
さ
ん
が
１
年
生
の
時
、

私
が
３
年
生
だ
っ
た
の
で
、
私
が
指
導

し
ま
し
た
。
彼
に
は
私
の
印
象
が
強
く

て
、
今
で
も
私
を
大
事
に
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。（
笑
）

北
岡
　
高
校
25
回
の
北
岡
で
す
。
高
校

の
３
年
間
は
剣
道
だ
け
や
っ
て
い
ま
し

た
。（
笑
）
い
ま
も
剣
道
は
続
け
て
お
り
、

八
代
市
の
剣
道
協
会
の
副
会
長
を
し
て

い
ま
す
。
私
は
昭
和
45
年
に
入
学
し
ま

し
た
が
、
丁
度
そ
の
時
、
体
育
の
松
村

洋
祐
先
生
が
来
ら
れ
て
、
自
分
は
３
年

間
八
高
に
い
る
か
ら
一
緒
に
頑
張
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、
１
年
生
か
ら
試
合
に

出
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
熊
本
の
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
か
っ
た
。

　
熊
本
県
の
代
表
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
た
の
は
八
代
東
高
で
、
第
一
高
校
（
秀

岳
館
）
は
鹿
児
島
国
体
に
出
場
す
る
な

ど
、
八
代
の
レ
ベ
ル
も
非
常
に
高
い
頃

で
し
た
。
剣
道
の
場
合
は
、
戦
前
か
ら

有
名
な
玉
竜
旗
と
い
う
大
会
が
あ
り
ま

す
が
、
２
年
生
の
時
に
、
は
じ
め
て
玉

竜
旗
に
出
場
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、

先
輩
た
ち
か
ら
10
年
ぶ
り
の
出
場
に
な

る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
生
の
時
も

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
年

生
の
出
場
時
に
頂
い
た
寄
付
で
、
剣
道

部
の
部
旗
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
当
時
書
道
の
先
生
で
あ
っ
た
、
吉

川
先
生
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
先
生

か
ら
「
俺
が
書
い
た
ら
金
が
か
か
る
ぞ
」

と
冗
談
で
言
わ
れ
、
紙
を
持
っ
て
こ
い

と
言
わ
れ
、
広
用
紙
２
枚
に
、「
剣
心
」

と
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
道
場
に

「
剣
心
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の

で
そ
れ
を
参
考
に
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

先
生
の
書
か
れ
た
文
字
で
旗
を
作
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
で
お

金
を
集
め
て
、
手
ぬ
ぐ
い
も
作
り
ま
し

た
。
そ
れ
も
、
吉
川
先
生
に
、
昔
の
よ

う
に
わ
ざ
と
右
か
ら
横
書
き
に
書
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
手
ぬ
ぐ
い
の
字

が
今
も
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
部

旗
は
３
年
生
の
と
き
の
玉
竜
旗
に
持
っ

て
行
き
ま
し
た
。
会
場
一
面
に
貼
る
の

だ
が
、
旗
の
大
き
さ
だ
け
は
、
５
番
目

に
入
る
ほ
ど
で
し
た
。

八
高
唯
一
の
全
国
制
覇
!!

　 

男
子
庭
球
部
の
偉
業

堀
川
　
高
校
9
回
の
堀
川
で
す
。
旧
姓

は
井
本
で
す
。
庭
球
部
が
全
国
大
会
優

勝
し
た
時
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
思

い
出
深
い
も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今

日
は
、
み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
残

り
少
な
い
余
生
の
糧
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。（
笑
）

富
永
　
昭
和
35
年
の
全
国
大
会
で
優
勝

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
時
代

も
肌
が
黒
か
っ
た
が
、
今
も
黒
い
ま
ま

で
す
。（
笑
）
現
在
、
筑
紫
野
市
で
テ

ニ
ス
の
指
導
を
続
け
て
い
ま
す
。
庭
球

部
の
顧
問
は
小
田
俊
一
先
生
で
、
皆
は

「
げ
た
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
げ

た
さ
ん
が
顧
問
で
、
井
本
（
堀
川
）
さ

ん
が
コ
ー
チ
で
し
た
。
全
国
大
会
に
は

２
年
生
が
６
人
、
３
年
生
が
２
人
だ
っ

た
の
で
あ
ま
り
強
く
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
た
だ
団
体
戦
と
い
う
こ
と
で
勝
ち

上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
で

も
全
部
2
ー
１
だ
っ
た
。
１
勝
１
敗
、

３
番
目
が
全
勝
と
い
う
こ
と
で
勝
ち
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
は
、

３
回
戦
に
勝
ち
ベ
ス
ト
８
に
な
っ
た
の

で
、
教
頭
先
生
が
学
校
に
電
報
を
打
た

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
２
時
間
後
に

優
勝
し
ま
し
た
。
３
年
の
時
に
は
、
全

国
大
会
で
準
決
勝
ま
で
進
み
、
途
中
ま

で
2
ー
0
で
勝
ち
進
ん
で
い
ま
し
た
。

井
本
（
堀
川
）
先
輩
は
、
わ
ざ
わ
ざ
名

古
屋
か
ら
新
潟
ま
で
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
地
元
の
新
聞
社
が
取
材

に
き
て
、
今
年
も
優
勝
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
写
真
も
と
っ
て
意
気
高
揚

で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
準
決
勝
で
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

岡
山
　
八
十
周
年
記
念
誌
「
白
鷺
」
に

あ
る
、
げ
た
さ
ん
が
書
か
れ
た
当
時
の

回
想
文
を
読
む
と
、
全
国
各
地
を
転
戦

に
転
戦
を
重
ね
た
と
書
か
れ
て
お
り
、

す
ご
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

富
永
　
そ
う
で
す
ね
、
今
の
八
高
に
は

考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
僕
ら
の
時

は
、
新
潟
２
回
、
秋
田
、
四
国
、
九
州

２
箇
所
、
山
口
に
遠
征
に
行
き
ま
し
た
。

水
泳
王
国
八
代
を
築
い
た
八
高
水
泳

部
　
劣
悪
な
環
境
の
練
習
場
で
の
過

酷
な
練
習
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後藤　昭典さん

堀川　剛さん　

森本　俊規さん

江崎　博美さん

富永　勝年さん

松嶋　宏平さん

後
藤
　
高
校
13
回
の
後
藤
で
す
。
入
部

し
た
時
は
佐
藤
好
助
さ
ん
と
２
名
だ
け

の
部
活
で
し
た
。
昭
和
22
年
に
発
足
さ

れ
た
八
代
水
泳
協
会
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
時
の
「
水
泳
王
国
八
代
」
を

築
か
れ
た
先
輩
た
ち
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
素
晴
ら
し
い
先
輩
た
ち
の
も
と
で

高
校
時
代
に
練
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
水
泳
部
は
２
月
中
旬
か
ら
野
上

の
市
営
プ
ー
ル
で
泳
ぎ
始
め
て
い
ま
し

た
。
毎
日
15
〜
17
度
の
水
に
入
っ
て
、

頭
が
ジ
ン
ジ
ン
し
な
が
ら
泳
い
で
い
た

覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
は
室
内
に

暖
を
取
る
施
設
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

市
営
プ
ー
ル
に
は
10
人
ぐ
ら
い
入
れ
る

よ
う
な
木
風
呂
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

の
管
理
人
に
八
代
中
学
校
の
先
輩
の
Ｉ

さ
ん
と
い
う
方
が
お
ら
れ
て
、
終
わ
っ

た
後
に
、「
今
日
は
、
八
高
は
残
れ
」
と

言
わ
れ
、
自
分
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
、

食
事
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
お
酒
も
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
水
泳
部

で
お
酒
を
飲
め
な
い
人
は
一
人
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。（
笑
）
プ
ー
ル
は
８
コ
ー

ス
あ
っ
て
、
コ
ー
ス
が
決
ま
っ
て
お
り
、

八
高
は
１
コ
ー
ス
を
、
他
の
高
校
は
別

の
コ
ー
ス
と
割
り
振
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
他
の
高
校
は
強
か
っ
た
の

で
、
他
の
高
校
の
練
習
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
2
月
3
月

の
練
習
は
非
常
に
厳
し
か
っ
た
こ
と
を

記
憶
し
て
い
ま
す
。

德
永
　
ク
ラ
ブ
活
動
に
は
関
係
な
い
が
、

八
高
の
水
泳
大
会
は
、
プ
ー
ル
が
な

か
っ
た
の
で
、
前
川
橋
に
あ
る
船
に
タ
ッ

チ
し
て
戻
る
と
い
う
よ
う
な
競
技
を
し

て
い
ま
し
た
。
氷
川
で
潜
っ
て
鮎
捕
り

ば
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
、
泳
ぐ
の
は

下
手
だ
っ
た
け
ど
顔
が
真
っ
黒
に
焼
け

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
水
泳
部
顧
問

の
児
玉
先
生
か
ら
、「
お
前
で
ろ
」
と
言

わ
れ
出
場
し
ま
し
た
。
川
へ
飛
び
込
ん

で
、
潜
っ
て
顔
を
あ
げ
た
ら
船
の
下
を

通
り
越
し
て
い
ま
し
た
。（
笑
）
そ
ん
な

水
泳
大
会
だ
っ
た
で
す
ね
。

司
会
　
水
泳
部
は
前
川
で
練
習
さ
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

後
藤
　
プ
ー
ル
の
清
掃
で
泳
げ
な
い
時

は
、
橋
げ
た
と
橋
げ
た
の
間
を
往
復
し

て
い
ま
し
た
。
流
れ
て
し
ま
う
の
で
、

上
流
の
方
に
頭
を
向
け
て
泳
ぎ
始
め
て

い
ま
し
た
ね
。
私
の
先
輩
た
ち
は
、
球

磨
川
や
三
楽
の
沈
殿
槽
で
練
習
を
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
い
て
水
泳
王

国
八
代
を
築
か
れ
た
の
で
し
た
。
た
い

し
た
も
ん
で
す
。

新
設
弓
道
部
　
　
い
き
な
り
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
！

森
本
　
高
校
24
回
の
森
本
で
す
。
私
が

入
学
し
た
当
時
、
昭
和
44
年
で
す
が
、

そ
の
頃
市
内
に
は
、
弓
道
部
は
八
高
と

第
一
高
校
（
現
秀
岳
館
）
し
か
な
く
、

東
高
は
同
好
会
で
し
た
。
八
高
は
県
内

で
も
強
い
方
に
入
っ
て
い
て
、
創
部
か

ら
６
、７
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
の
に
、

私
が
入
学
し
た
年
、
千
葉
県
で
開
催
さ

れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
、
男
女
共
で
出

場
し
て
い
ま
す
。
こ
の
男
女
同
時
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
翌
年
度
に
弓
道
場
が
野
球
場

の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
道
場
は
校
舎
の
南
側
に
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
２
代
目
で
す
。
今
も
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
道
場
完
成
が
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。

松
嶋
　
高
校
30
回
の
松
嶋
で
す
。
現
在
、

八
代
弓
道
連
盟
の
理
事
を
し
て
い
ま
す
。

永
碇
に
八
高
が
移
っ
て
か
ら
道
場
が
完

成
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
高
校
時
代
は

同
窓
会
館
が
校
舎
の
北
側
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
夏
休
み
に
合
宿
を
す
る
、

と
い
う
の
が
各
ク
ラ
ブ
の
夏
の
定
番
で

あ
り
、
お
楽
し
み
の
１
つ
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
、
当
時
大
学
生
だ
っ
た
、

森
本
先
輩
が
来
ら
れ
て
、「
大
学
は
こ
や

ん
し
て
引
く
と
ぞ
」
と
教
え
て
も
ら
い
、

そ
の
威
容
さ
に
感
動
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
私
は
、

大
学
で
も
弓
道
を
続
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
森
本
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、

人
生
を
変
え
た
と
言
え
る
ぐ
ら
い
衝
撃

的
で
し
た
（
笑
）。
合
宿
は
３
泊
４
日
の

間
、
只
、
弓
ば
っ
か
り
引
い
て
い
ま
し

た
。
先
輩
が
何
人
も
こ
ら
れ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。

森
本
　
弓
道
は
一
生
懸
命
狙
わ
な
い
と

当
た
り
ま
せ
ん
。
的
は
動
か
な
い
の
で
、

外
れ
る
の
は
自
分
の
せ
い
で
す
。
後
ろ

か
ら
見
て
い
て
、
弓
の
方
向
が
的
を
向

い
て
い
な
い
人
が
い
ま
す
。
本
人
は
狙
っ

て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
離
す
と
き

に
微
妙
な
感
覚
で
的
に
当
た
る
、
そ
う

い
う
人
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
逆
も
あ
り

ま
す
。
的
に
ち
ゃ
ん
と
向
い
て
い
る
の

に
、
離
す
と
き
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ

て
的
に
当
た
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ

こ
が
弓
道
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

部
活
動
の
強
さ
は
、
先
輩
後
輩
の
繋
が

り
「
絆
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
！

司
会
　
柔
道
部
で
は
先
輩
の
し
ご
き
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
ク
ラ

ブ
も
先
輩
後
輩
の
絆
が
あ
っ
て
、
現
在

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

富
永
　
昭
和
24
年
か
ら
ず
っ
と
八
高
の

庭
球
部
は
強
か
っ
た
。
特
に
女
性
の
方

は
４
連
覇
、
５
連
覇
し
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
伝
統
の
力
が
あ
っ
て
、
練
習
も

先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
僕
ら
は
先
輩
た
ち
と
一

緒
に
や
っ
て
き
た
。
私
が
入
部
し
た
年

は
、
コ
ー
ト
が
２
面
あ
っ
た
が
私
た
ち

は
球
拾
い
だ
け
で
し
た
。
そ
こ
は
、
２

年
生
３
年
生
部
員
と
先
輩
た
ち
の
練
習

の
場
で
し
た
。
僕
ら
は
女
性
の
先
輩
た

ち
と
一
緒
に
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
先
輩
た
ち
と
練
習
を
し
た
の
で
、
僕

ら
は
強
く
な
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
部
に
は
後
援
会
組
織
が
あ
り
、
後

援
会
会
長
が
坂
田
道
太
さ
ん
の
叔
父
さ

ん
の
静
夫
さ
ん
で
、
そ
の
方
々
と
も
仲

良
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
毎
年
お
正
月

は
初
打
ち
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
八
高
に
行
く
雰
囲
気

が
な
い
。
僕
ら
は
秀
岳
館
に
は
教
え
に

行
く
が
、
八
高
に
は
な
か
な
か
行
け
な

い
雰
囲
気
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
に
か
改

善
し
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
旧
校
舎
だ
っ
た
の
で
、
新
校

舎
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。
Ｏ
Ｂ
と
し

て
、
現
役
の
子
供
た
ち
と
、
繋
が
り
や

絆
を
持
た
せ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
輩
た
ち
と
練
習
を
す
る
こ
と
で

強
く
な
る
。
伝
統
と
い
う
こ
と
は
そ
う

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

堀
川
　
私
た
ち
の
時
代
は
、
先
輩
後
輩

の
つ
な
が
り
が
強
く
て
、
常
に
先
輩
が
、

夕
方
に
な
る
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
顔
を

出
す
と
い
う
状
態
で
し
た
。
そ
れ
を
後

押
し
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
私
た
ち

の
先
輩
で
も
あ
り
ま
す
、
初
代
協
会
会

長
の
坂
田
先
生
や
２
代
目
の
和
田
先
生

で
、
コ
ー
ト
に
差
し
入
れ
を
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
貧
し
い
時
代

だ
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
大

先
輩
た
ち
と
現
役
が
毎
日
繋
が
っ
て
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
私
た
ち
は
、

そ
の
中
で
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
技
術
的

な
も
の
と
か
、
あ
る
い
は
礼
儀
作
法
と

か
、
先
輩
に
対
す
る
言
葉
遣
い
と
か
を

学
び
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
八
高
庭
球
部

は
強
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
保
護

者
と
学
校
と
子
供
た
ち
と
地
域
社
会
、

こ
れ
ら
が
協
力
し
あ
っ
て
い
く
こ
と
が

部
活
動
の
底
上
げ
に
な
る
し
、
授
業
で

は
学
べ
な
い
連
帯
感
や
心
の
強
さ
を
築

い
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

北
岡
　
数
年
前
ま
で
は
、
剣
道
の
先
生

自
体
が
、
私
の
大
学
の
先
輩
で
も
あ
っ

た
の
で
、
電
話
を
し
て
、
練
習
の
日
程
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德永 三幸さん

北岡　　博さん

福岡 信夫さん

松森　　萌さん

松嶋　宏平さん

を
確
認
し
て
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
練
習
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

何
度
も
行
き
ま
し
た
が
、
み
ん
な
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
今
も
Ｏ
Ｂ
と
の
練
習
を

や
っ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
練

習
す
る
時
間
が
あ
れ
ば
、
是
非
、
行
き

た
い
で
す
ね
。

八
高
生
永
遠
の
課
題
　
文
武
両
道
に

つ
い
て
　

司
会
　
文
武
両
道
に
つ
い
て
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
成
績
が
良
い
人
が
勉
強
も
で

き
る
、
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
が

こ
の
件
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

富
永
　
入
学
し
た
時
は
、
ほ
と
ん
ど
の

部
員
は
１
０
０
位
以
内
だ
っ
た
が
、
卒

業
す
る
時
は
３
０
０
位
代
に
な
っ
て
い

た
。（
笑
）
試
験
の
時
は
試
験
時
間
が

１
０
０
分
だ
っ
た
の
で
、
試
験
で
は
20

分
受
け
て
、
30
点
取
れ
た
な
と
思
っ
た

ら
教
室
を
出
よ
う
と
み
な
で
話
し
合
っ

て
い
た
。
教
室
を
で
た
後
に
70
分
間
練

習
し
て
い
ま
し
た
。
当
然
、
勉
強
し
な

か
っ
た
の
で
、
八
高
で
の
成
績
は
下
が

り
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
就
職
は
い
い

と
こ
ろ
に
行
っ
た
の
で
、
良
と
し
ま
し
ょ

う
。

北
岡
　
中
学
校
の
校
長
を
長
く
や
っ
て

い
た
方
の
話
で
、「
自
分
の
中
学
校
で
は

全
員
に
部
活
動
を
さ
せ
て
い
る
。
受
験

勉
強
を
す
る
の
は
体
力
と
集
中
で
あ
る
。

体
力
と
集
中
力
を
養
え
る
の
は
部
活
動

で
あ
る
。
部
活
動
で
、
良
い
成
績
を
お

さ
め
た
か
ど
う
か
は
別
の
話
で
あ
る
。

ど
う
で
も
い
い
か
ら
続
け
て
い
た
と
い

う
生
徒
は
ダ
メ
で
あ
る
。
勝
ち
た
い
、

上
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
死
ぬ
気
で

一
生
懸
命
に
頑
張
っ
た
生
徒
は
、
部
活

動
が
終
わ
っ
た
時
か
ら
、
そ
こ
か
ら
受

験
勉
強
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
も
、
培
っ

た
体
力
と
集
中
力
の
お
か
げ
で
す
ぐ
に

追
い
越
す
。
自
分
の
中
学
校
で
は
、
八

代
市
内
で
１
番
で
あ
る
。」
と
自
慢
気
に

お
話
を
さ
れ
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象

深
か
っ
た
で
す
。
決
し
て
、
勉
強
と
部

活
動
は
別
問
題
で
な
い
、
集
中
力
と
体

力
を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。
も

う
１
つ
は
、
学
生
時
代
に
習
っ
た
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
に
、「
文
武

両
道
と
よ
く
い
う
け
れ
ど
、
両
方
の
道

で
は
な
い
。
別
々
の
も
の
を
両
立
さ
せ

る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
文
武
と
い

う
言
葉
が
も
と
も
と
１
つ
の
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
剣
道
を
続
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
本
を
読
ん
だ
り
、
良
い
先
生
の
話

を
聞
い
た
り
、『
文
』
の
勉
強
も
し
な
け

れ
ば
、
絶
対
一
流
に
な
れ
ま
せ
ん
よ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

福
岡
　
八
高
時
代
は
柔
道
ば
っ
か
り
し

て
、
あ
ん
ま
り
勉
強
し
て
い
な
い
の
で
、

文
武
両
道
に
つ
い
て
発
言
す
る
の
は
お

こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
柔
道
は
嘉
納

治
五
郎
氏
が
始
め
ら
れ
た
武
道
で
す
が
、

柔
道
の
精
神
は
た
め
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
柔
道
は
少
々
や
ん
ち
ゃ
な
者
で
も

引
っ
込
み
思
案
な
者
で
も
礼
儀
が
正
し

く
な
る
。
そ
し
て
、
自
分
を
自
分
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、
少
々
の
挫
折
に
屈
し
な
く
な
る
。

ま
た
、
思
い
や
り
に
溢
れ
、
仲
間
と
協

調
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
本
当
に
柔
道

を
長
い
間
し
て
き
て
、
良
い
も
の
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
が
、
文
武
両
道
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
藤
　
案
外
、
ク
ラ
ブ
に
入
ら
な
け
れ

ば
、
時
間
が
あ
る
の
で
、
勉
強
を
一
生

懸
命
す
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。

た
だ
、
フ
ラ
フ
ラ
し
て
３
年
間
を
過
ご

す
よ
り
も
ス
ポ
ー
ツ
に
集
中
し
て
、
そ

の
３
年
間
の
間
に
な
ん
と
か
忍
耐
強
く

な
っ
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
。
実

力
考
査
で
で
き
る
人
は
、
１
５
０
位
く

ら
い
ま
で
は
名
前
が
載
る
の
で
、
私
は

皆
に
１
５
１
番
だ
と
言
っ
て
い
た
。（
笑
）

そ
ん
な
冗
談
を
言
い
な
が
ら
過
ご
し
た

３
年
間
で
し
た
。

森
本
　
私
も
部
活
動
ば
っ
か
り
し
て
、

勉
強
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
て
い
な
い
。
弓

道
部
の
中
に
は
で
き
る
人
が
い
た
。
そ

の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。
私

達
の
時
代
、
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に

浪
人
す
る
の
は
当
た
り
前
の
時
代
で
し

た
。
弓
道
で
は
精
神
統
一
が
必
要
だ
と

言
わ
れ
る
。
精
神
統
一
で
生
物
の
参
考

書
を
１
冊
、
全
部
覚
え
て
し
ま
っ
て
、

浪
人
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
校
内

模
試
で
ト
ッ
プ
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
生
物
だ
け
で
す
。（
笑
）。

部
活
で
学
ん
だ
こ
と
は

　
　
　
今
も
生
き
て
い
る

司
会
　
部
活
を
通
し
て
得
ら
れ
た
こ
と

で
、
今
、
生
か
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん

で
す
か
。

北
岡
　
剣
道
を
通
し
て
何
を
得
ら
れ
た

と
具
体
的
に
は
言
え
な
い
が
、
私
の
人

生
の
中
で
考
え
る
と
剣
道
で
教
わ
っ
た

こ
と
が
自
分
の
柱
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
剣
道
を
通
じ
て
、
聞
い
て
学

ん
だ
こ
と
、
や
っ
て
み
た
こ
と
が
、
自

分
自
身
の
柱
に
な
っ
た
の
で
、
剣
道
を

50
年
以
上
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
毎
日
で
は
な
い
が
、
い
ま
で

も
い
ろ
ん
な
先
生
方
と
稽
古
で
き
る
し
、

高
校
生
、
中
学
生
、
小
学
生
と
一
緒
に

練
習
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も

良
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ず
っ
と

続
け
て
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
嶋
　
そ
の
場
そ
の
年
代
に
同
じ
志
を

も
つ
仲
間
が
い
つ
も
い
て
、
そ
の
仲
間

と
一
緒
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
一

番
の
趣
味
で
続
け
ら
れ
る
理
由
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
の
メ
ン
バ
ー
は
仕
事
が

終
わ
っ
て
19
時
く
ら
い
か
ら
道
場
に
来

ま
す
が
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
仲
間
と
話

し
な
が
ら
練
習
を
し
て
、
そ
の
中
に
中

学
生
が
来
た
り
、
高
校
生
が
来
た
り
し

ま
す
。
楽
し
い
で
す
。
続
け
る
こ
と
が

１
つ
の
目
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

松
森
　
私
も
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
教

員
に
な
り
、
転
勤
し
た
先
々
で
剣
道
部

の
顧
問
を
し
て
き
ま
し
た
。
市
の
剣
道

連
盟
の
副
会
長
も
10
数
年
勤
め
た
後
、

現
在
は
相
談
役
を
し
て
い
ま
す
。
１
つ

の
こ
と
を
通
し
て
人
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
有
難
か
っ
た
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ

な
人
と
出
会
っ
て
、
お
世
話
に
も
な
っ

た
し
、
苦
し
い
と
き
も
鍛
え
て
き
た
か

ら
今
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
今

は
、
孫
が
剣
道
し
て
い
て
、
孫
が
通
う

道
場
で
、
小
さ
な
子
供
達
の
指
導
を
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う

と
し
て
い
る
子
供
達
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
る
子
供
達
に
竹
刀
を
持
っ
て
剣
道
を

教
え
る
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
の
こ
と
を
ず
ー
っ
と
や
れ
て
よ

か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

德
永
　
柔
道
を
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
っ
て
、
良
い
友
達
が
で

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

人
生
の
い
い
場
面
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

後
藤
　
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
は
、
人
の

中
に
さ
っ
と
入
っ
て
い
け
る
精
神
が
養

え
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
社
会
に
出

て
か
ら
も
苦
手
と
い
う
人
を
作
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
営
業
面
で
も
苦
手

だ
か
ら
行
き
た
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
と
こ
ろ
へ
も
進
ん
で
行
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
試
合
で
の
経
験
が

役
に
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
　
当
時
柔
道
や
剣
道
は
、
女
性
に

関
係
の
な
い
ク
ラ
ブ
で
し
た
が
、
テ
ニ
ス

部
で
は
楽
し
い
思
い
出
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
私
は
陸
上
部
で
し
た
が
、
テ

ニ
ス
は
女
性
も
男
性
も
一
緒
に
練
習
を

し
て
い
た
の
で
、
羨
ま
し
い
と
思
っ
て
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た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
、
お
開

き
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
座
談
会
中
、
高
校
生
と
し
て
許
さ
れ
な

い
飲
酒
の
話
が
出
て
き
ま
す
が
、
よ
り

リ
ア
ル
に
八
高
生
の
生
活
を
紹
介
す
る

た
め
に
、
当
時
の
八
高
生
を
取
り
巻
く

地
域
の
実
情
や
先
輩
と
後
輩
の
お
お
ら

か
な
関
係
、
一
般
的
な
社
会
風
土
を
考

慮
し
て
、
あ
え
て
掲
載
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。）

20

い
ま
し
た
。

堀
川
　
テ
ニ

ス
は
強
か
っ

た
が
、
男
女

交
際
も
盛
ん

で
し
た
。
指

導
者
か
ら
は
少
し
遠
慮
し
て
も
ら
え
な

い
か
な
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

部
内
で
堂
々
と
交
際
し
て
、
結
婚
し
た

人
も
い
ま
す
。
何
事
も
積
極
的
な
こ
と

は
良
い
結
果
が
生
ま
れ
ま
す
。
私
自
身

は
、
部
内
に
好
き
な
人
が
い
て
、
西
日

本
大
会
で
一
緒
に
徳
島
に
い
っ
た
時
、

船
の
中
で
告
白
し
た
が
、
彼
女
か
ら
「
大

事
な
進
学
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
優
先

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
何
事
も
積
極
的
に
や
る
こ
と

が
人
生
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
を
一
生
懸
命
や
っ
て
、
い
ろ
ん

な
人
に
出
会
え
た
と
い
う
こ
と
が
一
番

大
事
な
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ

れ
か
ら
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
が
歩
け
る
間
は
テ
ニ
ス
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
し
、
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
っ

て
、
い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
１
つ
残
念
な
の
が
、

本
日
出
席
し
た
の
は
全
員
男
子
で
す
。

ど
の
部
に
も
女
子
の
部
員
が
た
く
さ
ん

い
た
と
思
い
ま
す
。
次
回
こ
う
い
う
機

会
が
あ
っ
た
ら
、
積
極
的
に
女
性
を
入

れ
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
ん
な
お
話
を
し

て
い
た
だ
く
と
、
も
っ
と
よ
い
座
談
会

に
な
っ
た
と
思
う
。

　
富
永
さ
ん
か
ら
座
談
会
の
相
談
が
来

た
時
に
、
Ｏ
Ｇ
を
案
内
し
な
か
っ
た
の

を
後
悔
し
て
い
ま
す
。（
笑
）

森
本
　
顧
問
の
先
生
は
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
弓
道
経
験
者
で
な
く
、
指
導
さ
れ

る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
。
松

井
神
社
に
あ
る
市
の
道
場
に
行
き
、
弓

道
連
盟

の
会
長

に
、
毎
日

指
導
い
た

だ
き
ま
し

た
。
社
会

人
の
方
も

練
習
に
い
ら
し
て
い
た
の
で
、
顔
な
じ

み
に
な
り
、
二
十
歳
に
な
っ
て
も
顔
を

知
っ
て
い
る
の
で
非
常
に
助
か
り
ま
し

た
。
現
会
長
の
水
谷
さ
ん
は
、
八
高
の

先
輩
で
も
あ
り
、
奥
さ
ま
が
私
の
１
つ

後
輩
の
藤
井
さ
ん
。
藤
井
さ
ん
を
高
校

時
代
に
指
導
さ
れ
て
い
て
顔
見
知
り
と

い
う
こ
と
も
有
っ
て
、
偶
然
め
ぐ
り
会

い
、
結
婚
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

八
高
の
部
活
動
を
強
く
豊
か
な
も
の

に
す
る
に
は
、
Ｏ
Ｂ
と
現
役
生
と
の

繋
が
り
が
大
事

堀
川
　
現
状
で
は
、
八
高
の
庭
球
部
の

存
在
が
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
、
Ｏ
Ｂ
と

現
役
が
繋
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
日
出

席
さ
れ
た
方
が
た
で
現
在
も
Ｏ
Ｂ
会
が

存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

残
念
な
が
ら
庭
球
部
に
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
会
長
に
お
願
い
し
た
い
が
、
八
高

に
行
っ
て
、
部
活
動
に
つ
い
て
、
校
長

や
体
育
の
責
任
者
と
話
し
合
い
を
さ
れ

て
、
同
窓
生
か
ら
、
現
役
生
と
つ
な
が

り
を
持
ち
た
い
と
要
望
が
で
て
い
る
こ

と
を
是
非
、
伝
え
て
欲
し
い
。

森
本
　
弓
道
は
名
前
だ
け
あ
り
ま
す
。

私
が
会
長
兼
幹
事
で
す
。
通
帳
に
少
し

お
金
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
名
簿
の
整

理
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

松
森
　
高
校
の
部
活
動
を
強
く
す
る
た

め
に
は
、
学
校
の
体
制
が
大
事
と
思
い

ま
す
。
最
終
的
に
は
学
生
を
預
か
っ
て

い
る
指
導
者
の
先
生
に
頼
る
と
こ
ろ

が
大
で
す
。
指
導
者
の
タ
イ
プ
に
は
２

通
り
あ
り
、
先
輩
の
指
導
力
を
ど
ん
ど

ん
取
り
込
ん
で
指
導
す
る
先
生
と
、
自

分
で
固
め
て
し
ま
う
指
導
者
が
お
ら
れ

る
。
自
分
で
固
め
て
し
ま
う
指
導
者
に

代
わ
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ま
で
指
導
に

行
か
れ
て
い
た
方
も
ど
う
し
て
も
退
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
八
代
二
中
で

教
え
て
い
た
時
で
す
が
、
剣
道
部
が
優

勝
し
て
県
中
体
連
で
ベ
ス
ト
16
に
入
り

日
本
武
道
館
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
頃
の
二
中
は
、
よ
そ
か
ら
コ
ー

チ
に
来
て
い
た
だ
い
て
一
緒
に
練
習
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
一
番
力
が

着
き
ま
し
た
。
担
当
さ
れ
た
指
導
者
が

ど
の
タ
イ
プ
に
よ
る
か
で
決
ま
る
。
た

だ
、
校
長
先
生
が
「
よ
そ
か
ら
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
も
、
直
接
預
か
っ
て
い
る
先

生
が
自
分
の
指
導
方
針
を
も
っ
て
い
る

の
で
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

堀
川
　
部
の
顧
問
の
先
生
で
積
極
的
な

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
全
て
の
人
が
協

力
す
る
こ
と
で
、
強
く
な
る
。
よ
そ
か

ら
の
応
援
を
排
除
す
る
指
導
者
が
い
る

と
こ
ろ
は
強
く
な
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の

八
高
が
そ
う
で
す
。
東
高
の
場
合
は
、

Ｏ
Ｂ
の
み
な
ら
ず
「
八
高
の
Ｏ
Ｂ
で
も

来
て
教
え
て
下
さ
い
」
と
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
依
頼
さ
れ
る
の
で
、
私
は
、
指

導
に
行
っ
て
い
ま
す
。
秀
岳
館
か
ら
も

依
頼
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
受
け

入
れ
る
先
生
で
あ
れ
ば
、
自
然
と
部
活

動
も
活
発
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
社
会
人

と
の
つ
な
が
り
、
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
が
で
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
が

生
ま
れ
る
。
ま
た
、
指
導
者
の
方
の
考

え
方
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

校
長
の
意
見
も
か
な
り
左
右
す
る
こ
と

は
間
違
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
経
験
上
、

校
長
に
よ
っ
て
学
校
の
雰
囲
気
が
変
わ

る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
ね
。

岡
山
　
陸
上
で
は
今
月
の
８
日
に
設
立

の
総
会
を
や
り
ま
す
。
昭
和
50
年
に
、

谷
口
一
男
さ
ん
が
Ｏ
Ｂ
会
を
設
立
さ
れ

ま
し
た
が
、
数
年
で
消
滅
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
度
、
ま
た
久
し
ぶ
り
に
総

会
を
や
り
ま
す
。
3
年
前
の
関
東
同
窓

会
の
時
に
天
気
予
報
の
平
井
信
行
さ
ん

が
出
席
さ
れ
た
お
り
、
彼
も
陸
上
の
Ｏ

Ｂ
だ
っ
た
の
で
、
陸
上
部
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
姿
で
司
会
を
さ
れ
ま
し
た
。
昔
の
部

活
動
の
郷
愁
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

済
々
黌
高
校
の
同
窓
会
報
で
は
、
ど
の

Ｏ
Ｂ
会
も
記
事
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
て
、
八
高
の
同
窓

会
報
に
も
Ｏ
Ｂ
会
の
記
事
を
載
せ
れ
ば
、

皆
で
共
有
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

松
森
　
剣
道
部
も
Ｏ
Ｂ
会
を
数
回
は

や
っ
た
が
、
途
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
も
う
１
回
復
活
さ
せ
て
、
繋
が
り

を
も
つ
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

北
岡
　
剣
道
連
盟
は
、
剣
道
の
道
場
の

つ
な
が
り
が
強
い
の
で
、
剣
道
を
続
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
あ
れ
ば
す
ぐ
に

わ
か
る
の
で
、
是
非
、
Ｏ
Ｂ
会
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

村
山
　
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
堀
川
さ
ん
か
ら
は
、
座
談
会
に
は

女
性
も
ぜ
ひ
、
と
提
案
い
た
だ
い
た
の

で
、
次
回
か
ら
は
女
性
も
交
え
た
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
予
定
で
は
11
月

に
は
同
窓
会
報
を
、
皆
様
に
発
送
す
る

手
は
ず
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

同
窓
会
の
会
報
に
ご
関
心
を
お
持
ち
い

村山　　忍さん

森本　俊規さん
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ナ
ウ
ン
ス
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
、
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、

創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
４
部
門

に
９
名
の
生
徒
が
出
場
し
ま
し

た
。
ま
た
、
７
月
31
日
か
ら
滋

賀
県
栗
東
市
の
栗
東
芸
術
文
化

会
館
を
会
場
に
第
39
回
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
滋
賀
大
会

が
行
わ
れ
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

に
出
場
し
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
両
大
会
と
も
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
熊
本
県
の
代
表
と
し

て
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
校
総
体
で
は
、
陸

上
部
か
ら
男
子
砲
丸
投
と
男
子

２
０
０
ｍ
の
２
名
が
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
連
日
37
度

を
越
す
猛
暑
の
中
、
体
調
管
理

に
気
を
つ
け
な
が
ら
臨
み
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
予
選
敗
退
と

い
う
結
果
に
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
生
徒
た
ち
は
、
全
国
大
会

で
は
、
独
特
の
雰
囲
気
、
気
候

と
体
調
管
理
、
技
術
的
、
体
力

的
な
面
と
多
く
の
課
題
に
打
ち

勝
つ
力
が
な
い
と
準
決
勝
、
決

勝
へ
と
進
出
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
全
国
で
通
用
す
る

力
を
培
い
な
が
ら
、
八
代
高
校

の
文
武
両
道
と
結
束
を
意
識
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
決
意
を
新
た
に
し
た
貴
重

な
経
験
で
し
た
。

 

　「
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
学
校
へ
」 

　
八
高
・
八
代
中
で
は
夏
休
み

を
利
用
し
て
、
ゴ
ミ
拾
い
や
除

草
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年

度
は
７
月
23
日
、
高
校
１
年
と

中
学
１
、２
年
が
参
加
し
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
早
朝
学
校
に
集
合

し
た
後
、
ク
ラ
ス
毎
に
割
り
振

ら
れ
た
活
動
場
所
に
向
か
い
、

約
１
時
間
半
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
学
校
周
辺
の
児
童

公
園
が
主
な
活
動
場
所
で
あ
り
、

小
学
校
時
代
に
友
達
と
遊
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
活
動

し
た
生
徒
も
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
方
々
も
一
緒
に

な
っ
て
清
掃
活
動
さ
れ
る
公
園

も
多
く
、
中
高
生
と
の
交
流
の

機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
短

い
時
間
で
し
た
が
、
八
高
・
八

代
中
を
い
つ
も
応
援
し
て
く
だ

さ
る
地
域
の
方
々
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
後
と
も
よ
り
多
く
の
八
高

生
・
八
代
中
生
の
活
躍
を
同
窓

生
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
ま
す
。
後
輩

た
ち
に
こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

め
の
い
ろ
い
ろ
な
示
唆
を
い
た

だ
く
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
後
日
、
そ
の
と
き
の
感
想

を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
校
生
の
姿
勢

に
感
動
さ
れ
て
ま
し
た
。
是
非

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
二
つ
目
が
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
育
成
教
育
の
一
環
と
し
て
、

８
月
12
日
～
14
日
に
福
岡
県
宗

像
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ

に
て
行
わ
れ
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」（Y

atsushiro 
English T

ow
n

）
で
す
。
こ
れ

は
、
中
３
と
高
１
の
生
徒
42
名

が
15
名
の
ア
メ
リ
カ
人
リ
ー
ダ

ー
と
共
に
起
床
後
か
ら
就
寝
ま

で
す
べ
て
英
語
に
よ
る
共
同
生

活
を
送
り
、
英
語
劇
や
ス
ピ
ー

　「グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」 

　
創
立
１
２
０
周
年
目
の
今
年
、

学
校
長
が
示
し
た
教
育
目
標
の

一
つ
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
す
る
人
材
育
成
」
を
具

現
化
す
る
た
め
に
夏
休
み
、
二

つ
の
大
き
な
行
事
が
あ
り
ま
し

た
。

　
一
つ
が
７
月
21
日
に
行
わ
れ

た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
法
人
ユ
イ
マ
ー
ル
代

表
照
屋
朋
子
さ
ん
を
お
招
き
し

て
の
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
す
。

　
照
屋
さ
ん
は
、
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
が

選
出
す
る
世
界
の
若
手
リ
ー
ダ

ー
30
人
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、

世
界
を
舞
台
に
活
躍
な
さ
っ
て

い
る
方
で
、
講
演
で
は
主
に
貧

困
に
あ
え
ぐ
モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど

も
た
ち
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の

世
界
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
自
分
た

ち
に
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
自

由
に
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
た

チ
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
う
も

の
で
す
。
参
加
前
は
自
分
の
英

語
が
通
じ
る
の
か
不
安
だ
っ
た

生
徒
達
が
、
二
泊
三
日
の
活
動

を
経
て
英
語
を
使
う
こ
と
の
楽

し
さ
や
自
分
の
可
能
性
の
広
が

り
を
体
験
し
、
修
了
式
で
は
達

成
感
と
別
れ
の
寂
し
さ
か
ら
多

く
の
生
徒
達
が
涙
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
行

さ
れ
て
い
る
日
本
人
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
方
は
、
八
中
生
・
八
高

生
の
英
語
力
の
高
さ
と
活
動
に

取
り
組
む
姿
勢
に
大
変
驚
か
れ

て
い
ま
し
た
。

「
本
校
生
の
活
躍
」

　
今
年
も
多
く
の
生
徒
た
ち
が

各
種
大
会
で
活
躍
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
こ
の
夏
、

放
送
部
が
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
７
月
20
日
か
ら
東
京

の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
を
会
場
に
第
62
回
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
、
放
送
部
か
ら
ア

八
代
高
等
学
校
　教
頭
　菅
　
　浩  
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〜
高
10
回
卒
〜田

原

　弘
徳
　

    

11
月  

ス
ペ
イ
ン
（
バ
ス
ク
地
方
・

ビ
ル
バ
オ
）
剣
道
大
会
及
び
セ
ミ

ナ
ー

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
（U

C
LA

大
学
）
等

で
セ
ミ
ナ
ー

12
月
　
ベ
ル
ギ
ー
剣
道
大
会
及
び

セ
ミ
ナ
ー 

　
こ
れ
ら
の
定
期
の
大
会
の
他
に

も
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
イ
ラ
ク

な
ど
の
中
近
東
地
区
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
等
々
へ
、
剣

道
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
剣
道
の
指
導
・
普
及
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
る
。

　
田
原
君
の
剣
道
と
の
出
会
い

は
、
昭
和
30
年
、
八
代
高
校
に
入

学
し
た
時
。

　
八
代
高
校
で
初
め
て
剣
道
に
巡

り
合
い
練
習
に
励
ん
だ
。

　
当
時
、
剣
道
部
は
城
南
地
区
の

大
会
で
は
優
勝
す
る
も
の
の
、
県

大
会
で
は
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
が
せ
い

ぜ
い
と
い
う
実
力
だ
っ
た
。

　
大
会
で
大
将
を
務
め
た
の
は
島

興
人
君
（
10
回
卒
）、
田
原
君
は

副
将
だ
っ
た
。

　
将
来
の
夢
は
「
学
校
の
先
生
」

だ
っ
た
田
原
君
だ
が
、
家
庭
の
事

情
で
大
学
進
学
の
思
い
を
断
ち
切

っ
て
警
視
庁
警
察
学
校
に
入
校
。

　「
田
原
、
大
学
に
行
か
な
く
て

も
、
警
察
で
も
剣
道
の
先
生
に
な

れ
る
ぞ
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
連

日
連
夜
、
厳
し
い
稽
古
に
精
進
し

た
。

　
20
才
で
剣
道
家
の
登
竜
門
「
警

視
庁
体
育
専
科
」
に
合
格
、
そ
し

て
、
24
歳
の
最
年
少
で
警
察
学
校

23

剣
道
範
士
8
段

全
日
本
剣
道
連
盟
常
任
理
事
・
東

京
都
剣
道
連
盟
常
任
理
事
を
歴
任

し
て
、
現
在
、
武
蔵
武
道
館
名
誉

館
長
、
関
東
管
区
警
察
学
校
名
誉

師
範
の
ほ
か
民
間
の
剣
道
師
範
を

務
め
て
い
る
。

　
剣
道
8
段
選
抜
大
会
や
国
体
優

勝
、
東
西
対
抗
の
東
軍
大
将
ほ
か

の
戦
績
が
あ
る
。

　
国
内
各
地
の
大
会
、
講
習
会
に

招
か
れ
審
判
長
や
講
師
を
務
め
る

ほ
か
、
外
国
へ
も
剣
道
の
指
南
と

普
及
の
た
め
飛
び
回
っ
て
い
る
。

　
毎
年
、
出
か
け
て
い
る
外
国
の

行
事
は

3
月
　
ボ
ス
ト
ン
（
ハ
ー
バ
ー
ト

大
学
）
の
全
米
学
生
剣
道
大
会

6
月
　
上
海
剣
道
大
会

9
月
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
剣
道
セ

ミ
ナ
ー

スペインの剣士と

ハーバード大学剣道部の皆さんと

パリ大会で日本剣道形披露

の
剣
道
専
門
の
先
生
（
高
校
教
員

普
通
免
許
取
得
）
に
な
り
、
子
ど

も
の
時
の
夢
「
先
生
に
な
る
」
を

実
現
し
た
。

　
八
代
高
校
に
入
っ
て
か
ら
始
め

た
剣
道
。
大
将
の
島
興
人
君
に

は
と
て
も
歯
が
立
た
な
か
っ
た
剣

道
。
し
か
し
田
原
君
は
「
努
力
に

優
る
天
才
な
し
」
を
見
事
に
実
践

し
て
、
今
、
日
本
剣
道
を
代
表
す

る
最
高
の
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　
田
原
君
は
良
い
先
輩
に
恵
ま
れ

て
運
が
良
か
っ
た
。
い
や
、
先
輩

や
先
生
達
か
ら
受
け
た
厳
し
い
教

え
や
叱
責
を
自
分
へ
の
温
か
い
ア

ド
バ
イ
ス
だ
と
、
素
直
に
受
け
入

れ
る
感
謝
の
心
、
謙
虚
な
心
が
、

田
原
君
を
良
い
方
向
に
導
い
て
く

れ
た
と
言
っ
た
方
が
い
い
だ
ろ

う
。

　
田
原
君
は
剣
道
と
は
「
人
間
形

成
の
道
で
あ
る
」
と
考
え
る
。

　「
剣
道
で
日
本
女
性
を
育
て
、
ま

っ
と
う
な
日
本
を
つ
く
り
た
い
」

「
気
力
の
根
源
は
家
庭
だ
。
家
庭
の

中
心
は
女
だ
。
剣
道
を
通
し
て
素

敵
な
素
晴
ら
し
い
日
本
の
お
母
さ

ん
に
な
る
よ
う
に
指
導
し
た
い
」

剣
道
の
試
合
で
勝
ち
負
け
に
こ
だ

わ
る
父
兄
に
は
「
私
の
剣
道
指
導

は
試
合
に
勝
つ
た
め
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
き
な
返
事
の
で
き

る
子
、
き
ち
ん
と
挨
拶
の
で
き
る

子
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
大
事

に
で
き
る
子
に
な
る
よ
う
感
謝
と

思
い
や
り
の
心
を
育
む
指
導
を
し

て
い
る
の
で
す
」

 

彼
が
名
誉
館
長
を
務
め
る
武
蔵

武
道
館
（
岡
山
県
美
作
市
）
で
は
、

毎
年
、
宮
本
武
蔵
顕
彰
　
小
中
学

生
剣
道
大
会
、
高
等
学
校
剣
道
大

会
、
女
子
剣
道
大
会
『
お
通
杯
』

を
開
い
て
、
剣
道
の
普
及
・
発
展

に
努
め
て
い
る
。

　
太
田
郷
幼
稚
園
、
昭
和
21
年
の

卒
園
写
真
が
手
元
に
あ
る
。
私
の

す
ぐ
前
に
写
っ
て
い
る
田
原
君
は

ま
さ
し
く
ガ
キ
大
将
の
顔
で
あ

る
。
彼
は
6
人
兄
弟
の
次
男
坊
で

相
当
の
悪
ガ
キ
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
彼
が
、
母
親
の
愛
情
と

厳
し
い
教
え
で
こ
こ
ま
で
頑
張
っ

て
き
た
。

　
彼
が
今
日
あ
る
の
は
、
こ
の
母

親
の
お
蔭
で
あ
る
。

　
彼
が
女
性
・
母
親
を
教
育
の
第

一
に
考
え
る
原
点
が
こ
こ
に
あ

る
。

　
今
、
彼
は
面
倒
を
か
け
た
、
苦

労
を
か
け
た
母
親
に
最
高
の
親
孝

行
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

岡
山
　
元
紀
（
高
10
回
卒
）

（写真提供　どう出版）
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八　　代　　　だ　よ　り

　今
年
５
月
か
ら
10
月
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ

市
で
「
２
０
１
５
年
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
和
の
食
と
文
化
の
紹
介
を
行
う
日

本
館
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
い
草
・
畳
表
で
で
き

た
ベ
ン
チ
18
脚
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　開
催
に
先
が
け
て
、今
年
２
月
19
日
に「
い
ぐ
さ
・
畳

表
ベ
ン
チ
」の
発
送
式
が
行
わ
れ
、主
催
の
熊
本
県
い

ぐ
さ
・
畳
表
活
性
化
連
絡
協
議
会
を
は
じ
め
関
係
者
約

50
人
が
出
席
。田
島
幹
雄
同
協
議
会
会
長
が「
い
草
・
畳

表
の
認
知
度
を
高
め
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　ベ
ン
チ
は
縦
50
㎝
横
１
５
０
㎝
で
、
座
面
に
は
く

ま
モ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
畳
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
も
。

説
明
プ
レ
ー
ト
に
は
イ
タ
リ
ア
語
と
英
語
、
日
本
語

で
「
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
畳
の
表
面
は
、
い
草

で
で
き
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　八
代
市
と
氷
川
町
に
よ
る
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

の
調
印
が
今
年
の
３
月
23
日
に
市
役
所
本
庁
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　こ
の
協
定
は
、
圏
域
の
市
町
村
間
で
役
割
を
分
担

し
て
連
携
を
図
り
、
必
要
な
都
市
機
能
と
生
活
機
能

を
確
保
。
み
ん
な
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
定

住
自
立
圏
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
方
圏
か
ら
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め
、

都
市
圏
の
住
民
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
居
住
の
選
択
肢
を
提

供
し
、
地
方
圏
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
も
掲
げ
て
い

ま
す
。

　今
後
、
平
成
27
年
度
内
に
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
向
け
て
、
見
識
者
な
ど
と
の
懇
談
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　坂
本
町
木き

ぎ

す
々
子
地
区
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
七
夕

綱
が
今
年
の
３
月
２
日
に
、「
八
代
・
芦
北
の
七
夕
綱
」

と
し
て
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の

民
俗
文
化
財
（
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
）」
に
選

択
さ
れ
ま
し
た
。

　「八
代
・
芦
北
の
七
夕
綱
」
は
、
集
落
な
ど
に
綱

を
張
り
、
地
区
の
人
々
が
製
作
し
た
鶴
や
亀
、
人
形
、

農
具
な
ど
の
藁
細
工
を
つ
る
し
ま
す
。
綱
は
川
を
挟

ん
で
張
ら
れ
る
場
合
が
多
い
と
い
い
ま
す
。牽け

ん
ぎ
ゅ
う牛（
彦

星
）
と
織

し
ょ
く

女じ
ょ

（
織
姫
）
が
綱
を
伝
っ
て
会
う
綱
を
張

る
こ
と
で
、
集
落
内
に
悪
霊
や
疾
病
が
侵
入
す
る
の

を
防
ぐ
な
ど
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
県
南
部
の
30
カ
所
以
上
の
地
区
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
八
代
市
と
芦
北
町
を
合

わ
せ
て
５
カ
所
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

　史
跡
め
ぐ
り
「
歩
き
、
観
、
触
れ
る
！ 

国
史
跡 

八
代
城
!!
」
が
今
年
４
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
約
40

人
が
「
本
丸
跡
」「
北
ノ
丸
跡
」「
総
構
え
」「
三
ノ

丸
跡
」「
二
ノ
丸
跡
」
を
散
策
し
ま
し
た
。

 

　案
内
役
は
八
代
史
跡
案
内
者
の
会
員
と
、「
八
代

城
の
魅
力
を
伝
え
る
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」
で
１
年
間

12
回
の
研
修
を
受
け
た
17
人
の
内
７
人
。
７
人
は
、

市
民
ガ
イ
ド
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　八
代
城
の
小
天
守
か
ら
月
見
櫓
部
分
の
石
垣
に
あ

る
修
復
の
痕
跡
を
観
察
し
た
際
に
は
、
石
材
の
色
で

石
垣
を
積
む
技
法
の
変
化
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
者
か
ら
は
「
確
か
に
修
理
し
た
時
期
に

よ
っ
て
石
材
の
色
が
違
う
」
と
い
っ
た
驚
き
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

畳のよさを世界にＰＲ七夕綱 無形民俗文化財に選択

市民ガイドがデビュー
▶
署
名
を
す
る
藤
本
一
臣
氷
川
町
長

　
（
奥
）
と
中
村
博
生
市
長
（
手
前
）

定住自立圏形成協定を調印
▶
第
一
中
学
校
運
動
場
横
に
あ
る
織

　
田
信
長
供
養
五
輪
塔
の
説
明
を
す

　
る
市
民
ガ
イ
ド
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八　　代　　　だ　よ　り

　県
が
整
備
を
進
め
て
い
た｢

く
ま
も
と
県
南
フ
ー

ド
バ
レ
ー
構
想｣

の
拠
点
施
設
と
な
る｢

フ
ー
ド
バ

レ
ー
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー｣

が
今
年
５
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

　こ
の
施
設
で
は
、
県
南
地
域
の
豊
富
な
農
産
物
の

高
付
加
価
値
化
に
関
す
る
試
験
研
究
や
、
６
次
産
業

化
の
支
援
、
事
業
者
と
食
関
連
企
業
な
ど
と
の
新
た

な
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
主
な

取
り
組
み
と
し
て
、
①
６
次
産
業
化
や
事
業
拡
大
な

ど
の
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
、
②
機
能
性
成

分
の
分
析
や
流
通
・
鮮
度
保
持
の
試
験
研
究
、③
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ（
同
セ
ン
タ
ー
の
設
備
な
ど
を
無
料
活
用
）

機
能
に
よ
る
事
業
者
の
試
作
や
研
究
開
発
の
支
援
、

④
く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
と
連
携
し
た
研

修
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　今
年
の
８
月
１
日
に
八
代
市
は
市
町
村
合
併
か
ら

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
「
八
代

市
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
」
が
同
日
、
や
つ
し

ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　約
６
０
０
人
が
出
席
し
、
中
村
博
生
市
長
が
「
今

後
の
20
周
年
、
50
周
年
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
な
る
日
。
誰
も
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
町
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

 

　ま
た
、
10
周
年
記
念
特
別
表
彰
や
市
民
栄
誉
表
彰

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
八
代
亜
紀
さ
ん
か
ら
届
い
た
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
放
映
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

　フ
ィ
ナ
ー
レ
は
八
代
少
年
少
女
合
唱
団
が
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
、
来
場
者
も
一
緒
に
市
愛
唱
歌
「
わ
た

し
の
ま
ち
は
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　世
界
第
２
位
の
大
き
さ
を
誇
る
客
船
「
ク
ァ
ン
タ

ム
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
ズ
」
が
今
年
の
７
月
23
日
に
、

八
代
港
へ
初
寄
港
し
ま
し
た
。

　同
客
船
は
、
総
ト
ン
数
16
・
７
万
ト
ン
、
全
長

３
４
８
ｍ
、
全
幅
41
ｍ
、
高
さ
63
ｍ
、
乗
客
定
員

４
１
８
０
人
で
、
日
本
に
入
港
し
た
客
船
の
中
で
は

最
大
で
す
。
７
月
21
日
に
中
国
の
上
海
を
出
港
し
て

八
代
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

　乗
船
客
約
４
０
０
０
人
は
、
入
国
審
査
の
後
に
約

１
１
０
台
の
ツ
ア
ー
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
八
代
城
跡

や
熊
本
城
、
阿
蘇
な
ど
に
向
か
い
観
光
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　出
港
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
多
く
の
市
民
が
見
送
り

に
集
ま
り
、
そ
の
船
の
大
き
さ
に
「
大
き
い
」「
す

ご
い
」
と
い
う
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
年
の
８
月
６
日
、市
主
催
で「
八
代
市
中
学
生
議

会
」が
八
代
市
議
会
議
場
で
初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
17
校
か
ら
２
人
ず
つ
の
計
34
人
が
出
席
。
市
執

行
部
に
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と

な
ど
を
通
し
て
、
観
光
振
興
や
教
育
、
福
祉
な
ど
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

 

　議
長
は
鏡
中
学
校
の
上
田
将
弘
君
が
、
副
議
長

は
第
一
中
学
校
の
麦
田
友
佳
さ
ん
が
務
め
、
議
事
進

行
に
あ
た
り
ま
し
た
。「
公
共
施
設
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
、
遊
ぶ
施
設
を
増
や
す
な
ど
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
中

村
博
生
市
長
は
「
平
成
19
年
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
た
計
画
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
商

店
街
振
興
組
合
と
一
緒
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

フードバレー構想拠点施設完成

新市誕生１０周年記念式典

世界最大級のクルーズ客船

八代市中学生議会
▶
質
問
を
す
る
八
代
中
学
校
３
年
の

　
田
中
優
香
さ
ん（
中
央
）
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◆平成27年度同窓会行事予定
平成27年(2015)
4月11日㈯
4月24日㈮
5月8日㈮
6月5日㈮
6月6日㈯
6月7日㈰
6月13日㈯
6月27日㈯

7月4日㈯
8月7日㈮
8月22日㈯
8月29日㈯
9月5日㈯
10月2日㈮
10月25日㈰
10月31日㈯
11月23日（月･祝）
12月4日㈮
12月6日㈰
平成28年(2016)
2月12日㈮
2月29日㈪

東海同窓会設立総会
第１回広報委員会
第１回正副会長会
第２回正副会長会
関西同窓会総会
岡山同窓会総会
会計監査
八代高校教育振興基金運営委員会　
理事会
福岡支部総会
第３回正副会長会
同窓会総会
広島県同窓会総会
関東地区同窓会総会
第４回正副会長会　
山口県同窓会総会
同窓会報「道」第7号発行
妙見宮大祭　花馬奉納
第５回正副会長会
鹿児島県支部設立総会
　　
第6回正副会長会
同窓会入会式　平成27年度卒業生（高68回）

  (H27.4.1～H28.3.31)
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個人情報の取り扱いと保護について
（八代高等学校同窓会個人情報保護基本方針）

１.八代高等学校同窓会における個人情報の定義
　　　個人情報とは、個人を識別できる情報で、氏名、住所、電話番号、勤務先・
　　在学校名、勤務先電話番号、最終学歴等の情報を指します。
　  　また、これらの情報のみでは識別できなくとも、複数の情報を組み合わせ
　　ることにより個人を識別できる情報も含みます。
２.個人情報をご提供いただく場合について
　　　八代高等学校同窓会で個人情報をご提供いただくのは、以下の場合となります。
　（１）同窓会事務局から同窓会会員へ直接依頼する場合
　（２）同窓生や家族から同窓会事務局に間接的にご連絡いただく場合
　（３）同窓会会員から同窓会事務局に直接ご連絡いただく場合
３.個人情報の管理について
　　 　八代高等学校同窓会では、個人情報を正確かつ最新の状態に保ち、不正ア
　　クセス・紛失・破壊・改ざん・漏洩または再提供（「５. 第三者への情報提供
　　について」に記載する場合を除きます）などの無いように、適切な管理を実
　　施いたします。
４.個人情報の利用目的について
　　 　ご提供いただいた情報は秘密扱いとし、同窓会会員の管理、および同窓会
　　員名簿の発行を含む同窓会の運営に役立てる目的のみに使用します。
５.第三者への情報提供について
　　 　八代高等学校同窓会では、ご本人の同意を得た場合以外は、同窓会会員以
　　外の第三者に提供を行いません。
　　 　ただし、警察や裁判所等の公的機関から法律に基づく手続きにおいて照会
　　を受けた等法令に基づく場合や、会員の行為によって同窓会会則等に反し同
　　窓会の権利や財産等を保護するため必要と認められる場合、および人の生命・
　　身体・財産等に対する緊急の必要性がある場合は除きます。
６.個人情報管理責任者の配置について
　　 　個人情報を取り扱う責任者を置き、適切な管理を行います。
７.法令等の遵守・個人情報保護方針の改定
　　 　八代高等学校同窓会では、日本国における法令等に従った個人情報の管理、
　　利用を行います。
　　 　八代高等学校同窓会では、日本国における法令等の変更に合わせるため、
　　個人情報の保護をより確かなものとするため、またはその他の理由により、
　　個人情報保護方針を改定させていただくことがございますので、定期的に個
　　人情報保護方針のご確認をしていただきますようお願いたします。

　　　　　　　　平成 24 年 8 月 25 日　
　　　　熊本県立八代高等学校同窓会　

　なお、可能な限り、適切かつ迅速な処理を努めますので、個人情報に関する開
示の申し出、苦情、相談等は事務局までご連絡ください。　

連絡先
〒866-0885　熊本県八代市永碇町856
熊本県立八代高等学校同窓会
TEL  0965-33-4138　FAX  0965-35-8463

メールアドレス
85jimukyoku@hachiko-dosokai.com

　事務局では宛先不明による同窓会報の返送を
減らしたいと考えています。
　住所を変更された時は、事務局までご連絡下
さい。

同窓会ホームページからも住所変更の手続きが
できます
ホームページアドレス　
　http://www.hachiko-dosokai.com/index.htm

　部活動 OB 会の活動状況や連絡先そして総会の日時
等の紹介を同窓会のホームページで行いたいと思い
ます。
　上記、同窓会事務局のメールアドレスに御連絡下
さい。　　　
　直ちに、ホームページに掲載いたします。

＜学年同窓会のご案内＞

昭和49年度卒　高27回　学年同窓会
　　　日時：平成 28年 1月 2日（土）
　　　　　午前 11 時～受付、正午開宴

　　　会場：「八代グランドホテル」八代市旭中央通り 10-1
　　　TEL0965-32-2110

昭和60年度卒（高38回）卒業30周年同窓会
　　　日時：平成 28年 1月 2日（土）
　　　　午後 5 時～受付、午後 6 時開宴
　　　会場：「セレクトロイヤル八代」八代市本町 2 丁目
　　　会費：7,000 円　　　事務局：9 組 坂田誠　　　
TEL090-3985-7704　E-mail　sannkiti1967@gmail.com
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平成26年度八代高校同窓会会計決算書
１ 収入の部（単位：円）

２ 支出の部

　 金銭管理状況

費　　目
年 会 費 5,000,000 4,928,000 2,338人分（内訳下表）72,000

会 議 費 400,000 44,731 同窓会座談会会場費、会議諸経費355,287
印 刷 費 200,000 99,505 総会案内状100,495

広 報 費 4,000,000 3,370,406 会報発行費629,594
役 務 費 800,000 518,273 郵便･電話･広告･振込手数料、HP管理費281,727

備品消耗品費 200,000 45,704 用紙代、プリンターインク代154,296
慶 弔 費 250,000 144,207 香典・電報代・教職員記念品代105,793
人 件 費 800,000 800,000 事務局手当0
新入会員歓迎費 300,000 199,453 卒業証書入れ丸筒代･校歌CD代100,547
旅　　費 800,000 704,025 支部地区同窓会出席旅費95,975
雑　　費 500,000 224,000 花馬補助等276,000
地区補助費 200,000 200,000 支部・地区通信費への補助

120周年事業費（特別会計へ）
0

積 立 金 1,000,000 1,000,000 0
合　　計 9,450,000 7,350,286 2,099,714

入 会 費 1,245,000 1,255,000 5,000×251名分（うち中学80名）-10,000
雑 収 入 150,967 224,033 -73,066 名簿代、寄付、預金利息
合　　計 6,395,967 6,407,003 -11,066

予算額(A) 決算額(B) 差異(A-B) 摘　　　　要

費　　目 予算額(A) 決算額(B) 差異(A-B) 摘　　　　要

前年度繰越金 23,404,033 23,404,033 0
当年度収支差額 -3,054,033 -943,253 -2,110,780
次年度繰越金 20,350,000 22,460,780 -2,110,780

年会費振込金額 人　　数 総　金　額
2,000円 2,294名 4,588,000円
4,000円以上 44名 340,000円
合　　計 2,338名 4,928,000円

平成27年度八代高校同窓会会計予算書
１ 収入の部（単位：円）

２ 支出の部

年 会 費 7,000,000 5,000,000 2,000円×2,500人、１万円×200人2,000,000

会 議 費 60,000 400,000 会議諸経費-340,000

印 刷 費 120,000 200,000 総会案内状-80,000

役 務 費 550,000 800,000 郵便･電話･広告･振込手数料、HP管理費-250,000

広 報 費 3,500,000 4,000,000 会報発行費-500,000

備品消耗品費 70,000 200,000 用紙代、プリンターインク代-130,000

慶 弔 費 200,000 250,000 香典・電報代・教職員記念品代-50,000

人 件 費 800,000 800,000 事務局手当0

新入会員歓迎費 300,000 300,000 卒業証書入れ丸筒代・校歌CD代0

旅　　費 800,000 800,000 支部・地区同窓会旅費0

雑　　費 350,000 500,000 花馬補助等-150,000

地区補助費 220,000 200,000 東海同窓会設立のため増加

120周年事業費（特別会計へ）

20,000

積 立 金 1,000,000 1,000,000 0

合　　計 7,970,000 9,540,000 -1,480,000

入 会 費 865,000 1,245,000 5,000×173名分（高校入学生のみ）-380,000

雑 収 入 120,000 150,967 名簿代、寄付、預金利息-30,967

合　　計 7,985,000 6,395,967 1,589,033

費　　目 本年度予算額(A) 前年度予算額(B) 増減額(A-B) 摘　　　　要

費　　目 本年度予算額(A) 前年度予算額(B) 増減額(A-B) 摘　　　　要

◆各支部・地区同窓会連絡先のご案内

普通預金 九州労働金庫 888,688
普通預金 肥後銀行 1,506,948
振替口座 ゆうちょ銀行 3,171,250
定期預金 九州労働金庫3口 13,046,064
定期預金 熊本県信用組合 3,847,830

22,460,780計

■八代高校関東地区同窓会………………………

■八代高校東海同窓会……………………………

■八高関西同窓会…………………………………

■八代高校岡山同窓会……………………………

■八代高校広島県同窓会…………………………

■八代高校山口県同窓会…………………………

■八代高校同窓会福岡支部………………………

■八代高校同窓会熊本市支部……………………

■八代高校大分同窓会……………………………

会長：守屋　充男(高10回）事務局長：中村　静雄(高19回)
〒103-0004　東京都中央区東日本橋1丁目6番10号 K・Kビル5階  中村会計事務所
TEL 03-3864-6951　FAX 03-3864-6957
定例総会：毎年9月の土曜日、　東京都内の会場で開催

会長：坂田　孝之（高18回）事務局長：岩崎　健作（高23回）
〒460-0002　愛知県名古屋市中区丸の内1-4-24　ライオンズビル第2丸の内705
TEL 052-204-1945　FAX 052-204-1943

会長：宮崎　正郎(高14回）事務局長：木邑　公一郎（高23回）
〒603-8465　京都市北区鷹峯土天井町31-1　　木邑　公一郎（高23回）方
TEL 075-494-3711　090-3670-7602　FAX 075-494-3715
定例総会：毎年6月の第1土曜日、大阪市内の会場で開催

会長：森田　敦史(高14回)
〒703-8264　岡山市中区倉富7-7　吉田　高範(高18回)方
TEL 086-276-3979　　FAX 086-276-3979

会長：谷﨑　　續(高13回）事務局長：村田　栄治(高28回)
〒738-0036　廿日市市四季が丘4-6-14 村田　栄治(高28回)方　
TEL 0829-58-5455

会長：山下　鐵洋(高14回)
〒755-0092　宇部市上野中町4-3 重田千恵子(高18回)方　
TEL 090-7122-6159

会長：佐藤　好助(高13回）事務局長：礒部　和之(高23回)
〒811-1346　福岡市南区老司2-23-80礒部和之（高23回）方
TEL 092-565-2232
定例総会：毎年、7月第1土曜日、博多祇園山笠にあわせて実施 福岡市内の会場で開催

会長：益田　敬二郎（高15回）事務局長：坂田　雅孝（高24回）
〒861-4172　熊本市南区御幸笛田4-11-5　　坂田　雅孝（高24回）方
TEL 096-379-0852
定例総会：隔年10月の土曜日、熊本市内の会場で開催

会長：田河　清一（高13回）事務局長：松本　宏次（高15回）
〒870-0848　大分市賀来北1丁目2-40　松本宏次（高15回）方
TEL 097-549-3386　　　

前年度繰越金 22,460,780 23,404,033 -943,253
当年度収支差額 15,000 -3,054,033 3,069,033
次年度繰越金 22,475,780 20,350,000 2,125,780
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編  集  後  記

来年度の大同窓会は、高34回生が担当します。
多くの皆さんの御参加をお待ちしております。

「平成28年度八代中学･八代高女･
　　　　　　八代高校同窓会総会」
平成28年8月27日(土)
　　　　午後12時30分受付開始

野球部のコーチに
　　元プロ野球の投手

委　員　古閑　雄一郎（高22回卒）
　　座談会では懐かしい、興味深い話題で毎回楽しま
　せてもらっています。
　　今回は我が剣道部を代表して松森先輩と北岡君が
　出席。
　　当時、道場の正面に掲げてあった"剣心"という墨
　蹟の事が話題にのぼりました。これは部員の士気を
　高める為に一学年下の浜田君が書道の吉川先生に頼
　み込んで書いてもらったものです。それを北岡君が
　剣道部の部旗に仕立てたという事でした。今では試
　合会場で掲揚することはできないそうですが、ちょ
　っと残念な気がします。

委　員　岡村　洋文（高25回卒）
　　毎年地味に、たくさんの同窓生の想いを伝える編
　集作業をしています。
　　今回、21回卒木下さんの文章に同窓会の事を「～
　アルバムの中のセピア色の写真が、急に色彩を取り
　戻すような感覚～」と、ありました。「ステキな表
　現」です。私たちはこの感覚を皆さんが共有できる
　お手伝いをしているのだなあ…と感じました。
　　木下さん、ありがとうございました。

委　員　一　　親房（高28回卒）
　　タ食時に適度のアルコールを嗜み、9時頃寝床に入
　り、朝方4時に目が覚め、2時間ぼどネットでの情報
　収集や読書をし、その後、田畑に出かけ、朝日と朝
　露をたっぷり浴びながら、作物の生育状況を見て回
　り、朝食をとる。
　　毎日、そんな規則正しい生活を送っています。
　　しかし、気がかりなのは、寝る時間と起きる時間
　が、少しずつ早くなってきている点です。

委　員　松永　正大（高46回卒）
　　本年度より広報委員を任命され、同窓会HPの運営
　方法など、会議での先輩方の話を聞く中で、同窓会
　が卒業された方々との大切な繋がりのツールになっ
　ていることに気付かされました。
　　自分の学年同窓会幹事を過去2回行った経験を活か
　し、そういった繋がりの一助となるようにお手伝い
　をさせてもらいます。

委　員　成尾　善明（高49回卒）
　　今回、八高史のコーナーで、過去の周年事業の際
　に刊行された『白鷺』について触れました。
　　直近の創立110周年記念誌「白鷺」を1冊開いただ
　けでも、在校生や同窓生の方の本校にまつわる思い
　出の断片が集まり、なにか巨大なもの（八高史）の
　一端を形成していることに気づき、ちょっと呆然と
　してしまいました。

委　員　柴崎　政俊（高36回卒）
　　今年で2年目だったので、去年よりもうまく意見が
　出せるかなと思っていましたが、あまり発言せず、
　受け身だったと反省しています。
　　会報作成にはあまり貢献できませんでしたが、夏
　の全体同窓会では万歳三唱をさせて頂き、若手とし
　ての役割をはたせたと思います。

委　員　高見　聡一郎（高55回卒）
　　少しでも母校の役に立てばと思い、4月より広報委
　員会に参加させていただいております。同窓生の皆
　様と母校をつなげ、魅力ある広報誌やサイトの運営
　ができるよう取り組んで参ります。
　　今後ともよろしくお願い致します。

　プロ野球ロッテで活躍された左腕投手
園川一美氏が本校野球部の外部コーチに
就任されました。指導は週１、２回。
　甲子園への夢が近づくことを期待して
います。

30～40代の男子卒業生の実家に電話
がかかっているようです。男子同窓生の
方は特に御注意をお願いします。

本校同窓生をねらった
オレオレ詐欺が発生しています。

はじめ
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